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第２回定例会は、５月３０日（火）から６月１６日（金）までの予定です。

第1回定例会
平成29年

　

第
１
回
定
例
会
は
、
２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で　

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

１３

１６

３２

　

初
日
に
区
長
か
ら
、
平
成　

年
度
予
算
案
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
会

２９

派
の
代
表
６
名
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
予
算
案
に
つ
い
て
は
全
議
員
に
よ
る
予
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
区
政
一
般
に
つ
い
て
は　

名
が
質

１５

問
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
案　

件
、
契
約
１
件
、
予
算
案　

件
な
ど　

議
案
を
審
議
し
、

１５

１１

３３

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
（
審
議
の
結
果
は　

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

１２

予算案について会派の
代表質問 ……………………… ２～４
区政一般についての質問 …… ５～７
会派の予算案への意見 ……… ８・９
まちの人に聞いてみました！ …… １１

主な内容

《
１
月
》

　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

１６
 

議
会
運
営
委
員
会

 

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
特
別
委
員
会

（
視
察
）

　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

３１《
２
月
》

２
日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

日
〜　

日　

本
会
議

１３

１５

　

日　

本
会
議

１６
 

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

　

日　

本
会
議

１７
 

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

区
民
生
活
委
員
会

２０
　

日　

保
健
福
祉
委
員
会

２１
　

日　

都
市
環
境
委
員
会

２２
　

日　

文
教
委
員
会

２３
　

日　

総
務
財
政
委
員
会

２４

　

日　

災
害
対
策
特
別
委
員
会

２７
　

日　

道
路
交
通
対
策
特
別
委
員
会

２８《
３
月
》

１
日　

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
特
別
委
員
会

２
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

３
日　

予
算
特
別
委
員
会

６
日
〜　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１０

　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１３
　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

１４
 

議
会
運
営
委
員
会

 

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１５
 

本
会
議

 

総
務
財
政
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１６
 

本
会
議

《
４
月
》

　

日　

総
務
財
政
委
員
会

１７
　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

２１
　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

２７
 

議
会
運
営
委
員
会

議

会

日

誌

４月に一部開園した「下高井戸おおぞら公園」（下高井戸２－２８－２３）。広々とした原っぱや子ども遊びエリア、災害４月に一部開園した「下高井戸おおぞら公園」（下高井戸２－２８－２３）。広々とした原っぱや子ども遊びエリア、災害時時
の防災拠点としての機能などを備えた公園です。東側敷地部分は、今後整備予定ですの防災拠点としての機能などを備えた公園です。東側敷地部分は、今後整備予定です。。

平
成　

年
度
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

２９
待
機
児
童
対
策
の
継
続
、
杉
並
区
独
自
の
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
活
用
な
ど
に
取
り
組
む



2NO.２３５ 平成２９（２０１７）年５月１日

財
政
運
営
に
目
を
配
り
、
少
子
高
齢
社
会
に
必
要
な
施
策
の
実
施
を

財
政
運
営
に
目
を
配
り
、
少
子
高
齢
社
会
に
必
要
な
施
策
の
実
施
を
！！

杉
並
区
議
会
自
由
民
主
党

脇
坂
た
つ
や

希
望
の
ゆ
き
わ
た
る
杉
並
へ

区
民
福
祉
向
上
に
最
善
手
を
打
て

希
望
の
ゆ
き
わ
た
る
杉
並
へ　

区
民
福
祉
向
上
に
最
善
手
を
打
て
！！

島
田
敏
光

杉
並
区
議
会
公
明
党

 

現
在
の
先
行
き
不
透
明
な
時
代

に
、
世
界
に
対
し
て
何
を
発
信
す
る

こ
と
を
日
本
政
府
に
期
待
す
る
か
。

 

反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
が
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
前

に
、
国
際
社
会
が
協
力
し
て
課
題
解

決
に
尽
く
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

を
率
先
し
て
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

　

年
度
予
算
案
の
名
称
に
込
め

２９

た
思
い
は
。
特
に
「
加
速
さ
せ
る
」

と
い
う
言
葉
の
真
意
は
ど
こ
に
。

 

社
会
の
変
化
が
早
く
大
き
い
時

代
に
お
い
て
は
、
変
化
の
芽
を
敏
感

に
察
知
し
、
先
手
を
打
っ
て
課
題
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
が
不
可
欠
。

目
標
に
対
し
て
遅
れ
て
い
る
取
組
は

遅
れ
を
取
り
戻
し
、
進
ん
で
い
る
取

組
は
さ
ら
な
る
成
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
「
加

速
さ
せ
る
」
と
い
う
言
葉
に
込
め
た
。

 

「
財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
努

め
た
」
と
述
べ
る
根
拠
は
。
行
財
政

改
革
の
結
果
、
進
め
ら
れ
る
施
策
は
。

 

減
収
が
見
込
ま
れ
る
中
、
基
金

の
取
り
崩
し
額
や
区
債
の
発
行
額
を

抑
え
る
な
ど
し
て
財
政
の
健
全
性
の

確
保
に
努
め
た
。
ま
た
、
行
財
政
改

革
で
生
み
出
し
た
財
源
は
、
保
育
定

員
の
さ
ら
な
る
確
保
や
学
校
教
育
環

境
の
充
実
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
。

 

社
会
保
障
経
費
が
増
え
続
け
、

施
設
の
更
新
費
用
も
か
か
り
、
区
財

政
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
。
よ
り
一

層
の
改
革
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

行
政
需
要
が
拡
大
す
る
中
、
必

要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
・
持

続
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
行

財
政
改
革
推
進
計
画
に
基
づ
き
改
革

問答問答問答問答

を
着
実
に
進
め
て
い
く
。
さ
ら
に
行

政
評
価
の
活
用
な
ど
、
新
た
な
取
組

の
可
能
性
も
追
求
し
て
い
き
た
い
。

 

狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
に
関
す
る

条
例
の
改
正
に
込
め
た
思
い
と
は
。

 

狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
は
、
減
災

対
策
の
中
心
と
な
る
課
題
。
事
業
の

さ
ら
な
る
加
速
化
を
図
る
た
め
、
支

障
物
件
の
設
置
禁
止
規
定
を
改
正
に

盛
り
込
ん
だ
。
区
民
の
安
全
・
安
心

を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、

迅
速
か
つ
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

２
０
２
０
年
東
京
大
会
に
向
け

区
民
懇
談
会
が
定
め
た
目
標
は
何
か
。

 

「
地
域
活
性
」「
ス
ポ
ー
ツ
」

「
バ
リ
ア
」「
子
ど
も
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
取
組
に
よ
り
、
多
世
代
に
わ
た

る
区
民
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
く
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
方
針

変
更
の
理
由
は
。
ま
た
、
目
的
に
特

化
し
た
寄
付
を
募
る
方
が
効
果
を
あ

げ
て
い
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

 

現
状
で
は
単
な
る
返
礼
品
競
争

へ
の
後
発
参
入
に
な
り
か
ね
な
い
こ

と
か
ら「
チ
ャ
リ
テ
ィ
文
化
の
醸
成
」

や
「
来
街
者
の
増
加
」
を
目
的
と
し

問答問答問答

た
杉
並
な
ら
で
は
の
取
組
で
、
制
度

本
来
の
趣
旨
に
立
ち
返
っ
た
運
用
を

目
指
し
て
い
く
。
目
的
に
特
化
し
た

寄
付
と
し
て
は
、
み
ど
り
の
基
金
に

考
え
方
を
採
り
入
れ
て
い
る
。

 

杉
並
第
一
小
学
校
の
建
て
替
え

計
画
は
地
域
が
心
か
ら
納
得
で
き
る

結
論
と
な
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

 

方
針
決
定
に
は
教
育
環
境
の
向

上
を
第
一
に
、
防
災
機
能
の
向
上
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
所
要
経
費

な
ど
地
域
の
将
来
を
見
据
え
て
総
合

的
な
視
点
か
ら
判
断
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
地
域
の
皆
様
の

意
見
を
し
っ
か
り
伺
っ
た
上
で
、
最

終
的
な
判
断
を
し
て
い
く
。

 

保
育
施
設
の
緊
急
的
な
整
備
は

い
つ
ま
で
行
う
の
か
。
数
を
増
や
す

こ
と
も
大
切
だ
が
、
地
域
偏
在
を
確

実
に
解
消
す
る
こ
と
も
重
要
で
は
。

 

当
面
の
間
、
保
育
需
要
は
増
加

を
続
け
る
と
見
込
み
、　

年
度
以
降

２９

も
認
可
保
育
所
の
増
設
を
一
定
程
度

継
続
し
て
い
く
。
ご
指
摘
の
と
お
り

　

年
度
十
分
に
整
備
が
進
ま
な
か
っ

２８た
高
円
寺
地
域
や
方
南
・
和
泉
地
域

へ
の
整
備
を
重
点
的
に
取
り
組
み
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。

 

　

年
度
は
「
杉
並
区
教
育
ビ
ジ

２９

ョ
ン
２
０
１
２
」
が
計
画
期
間
の
折

り
返
し
と
な
る
。
こ
の
間
の
総
括
と

残
り
５
年
間
に
か
け
る
意
気
込
み
を
。

 

地
域
と
連
携
・
協
働
す
る
学
校

づ
く
り
や
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
、

外
部
の
専
門
的
人
材
の
活
用
な
ど
を

通
し
て
、
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
目
指
す

人
間
像
に
向
か
っ
て
子
ど
も
た
ち
が

成
長
し
て
い
く
基
盤
を
築
く
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
５
年
間
も
全
力
を
傾

注
し
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成
長

を
支
援
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

問答問答問答

 

反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
顕
著
に

な
る
中
で
、
安
定
し
た
外
交
を
進
め

る
た
め
に
は
、
高
齢
世
代
と
と
も
に

若
年
世
代
の
生
活
の
安
定
化
を
着
実

に
実
現
し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
分

析
に
つ
い
て
、
区
の
見
解
を
問
う
。

 

区
も
同
様
に
認
識
し
て
い
る
。

高
齢
者
対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

む
と
と
も
に
、
子
ど
も
や
若
者
、
生

活
困
窮
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
障
害

者
な
ど
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
、
住

ん
で
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
施
策
・

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

 

財
政
運
営
に
は
、
公
会
計
情
報

を
組
み
入
れ
た
、
よ
り
事
前
統
制
的

な
仕
組
み
や
経
常
収
支
比
率
な
ど
の

数
値
目
標
も
時
代
に
合
わ
せ
て
見
直

す
な
ど
、
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

現
金
収
支
ベ
ー
ス
で
は
把
握
で

き
な
い
減
価
償
却
費
な
ど
の
公
会
計

情
報
も
踏
ま
え
た
予
算
編
成
の
検
討

を
進
め
る
。
ま
た
、
公
会
計
情
報
か

ら
得
ら
れ
る
数
値
を
組
み
合
わ
せ
て

将
来
負
担
を
把
握
し
、
公
表
し
て
い

く
こ
と
な
ど
を
含
め
、
新
し
い
指
標

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

 

区
独
自
の
地
震
被
害
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
結
果
は
、
い
つ
、
ど
の

よ
う
に
公
表
す
る
の
か
。
ま
た
「
す

ぎ
ナ
ビ
」
を
活
用
し
た
見
え
る
化
の

手
法
に
つ
い
て
は
い
か
が
か
。

 

結
果
公
表
は
、
な
る
べ
く
早
い

時
期
に
広
報
紙
な
ど
で
行
う
。
ま
た

手
軽
に
わ
か
り
や
す
く
、
被
害
想
定

な
ど
を
見
る
た
め
「
す
ぎ
ナ
ビ
」
を

活
用
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
、

そ
の
場
の
火
災
危
険
度
な
ど
の
情
報

を
画
像
と
し
て
見
ら
れ
る
ア
プ
リ
を

問答問答問答

構
築
し
て
い
く
。

 

阿
佐
ケ
谷
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
杉
並
第
一
小
学
校
改
築
を
中

心
に
、
教
育
環
境
の
向
上
は
も
と
よ

り
、
老
朽
化
し
た
校
舎
の
安
全
対
策

や
区
民
セ
ン
タ
ー
の
整
備
時
期
な
ど

の
課
題
に
つ
い
て
、
地
権
者
と
の
丁

寧
な
話
し
合
い
と
大
胆
な
発
想
で
の

取
組
を
期
待
す
る
。
区
の
見
解
は
。

 

病
院
や
区
立
施
設
の
建
て
替
え
、

道
路
基
盤
の
整
備
な
ど
は
、
地
域
の

将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
方
針
決
定
に
あ
た
っ
て
は

多
面
的
な
検
討
を
行
い
、
地
域
の
意

見
を
伺
っ
た
う
え
で
、
将
来
を
見
据

え
て
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

 

 
フ 
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
食
品
ロ

※

ス
削
減
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
つ

い
て
「（
仮
称
）
杉
並
も
っ
た
い
な
い

運
動
」
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
へ
の
拡
充
、
宴
会
で
の
食
べ
残

し
を
な
く
す
「
さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま

る
運
動
」
の
普
及
な
ど
、
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
取
組
を
進
め
て
い
く
。

 

高
齢
化
率
が
上
昇
し
人
口
減
少

問答問答問

が
進
む
社
会
に
お
い
て
、
先
進
技
術

を
活
用
し
た
「
課
題
解
決
型
」
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
増
し
て

く
る
。
区
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
事

業
の
展
開
と
見
解
に
つ
い
て
問
う
。

 

複
雑
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
に
は
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
課
題
解
決
に
あ
た
る
こ
と
が

不
可
欠
。　

年
度
実
施
す
る
モ
デ
ル

２９

事
業
で
は
、
単
身
高
齢
者
な
ど
の
見

守
り
に
必
要
な
機
能
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
操
作
性
を
十
分
考
慮
し
た

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

 

超
高
齢
社
会
の
今
、
病
院
中
心

医
療
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る

在
宅
医
療
へ
と
地
域
医
療
を
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
区
は
今
後
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

在
宅
医
療
は
、
生
活
の
場
で
介

護
と
一
体
と
な
っ
て
提
供
さ
れ
る
医

療
。
相
談
体
制
の
充
実
な
ど
を
図
り
、

区
民
が
安
心
し
て
在
宅
医
療
を
受
け

ら
れ
る
体
制
整
備
を
進
め
て
い
く
。

 

今
後
の
保
育
所
の
整
備
は
、
送

迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や
施
設
複

合
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
捉

わ
れ
な
い
手
法
で
拡
充
を
図
る
べ
き
。

区
は
新
た
な
取
組
に
着
手
す
る
の
か
。

 

整
備
困
難
な
地
域
で
は
、
新
た

な
取
組
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
複

合
化
に
つ
い
て
は
研
究
し
て
い
く
。

 

（
仮
称
）
就
学
前
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
を
新
た
に
整
備
す
る
意
義
は
。

 

幼
稚
園
や
保
育
施
設
な
ど
就
学

前
教
育
施
設
が
抱
え
る
課
題
に
対
し

よ
り
充
実
し
た
支
援
を
総
合
的
・
一

体
的
に
展
開
す
る
拠
点
と
す
る
。
教

育
・
保
育
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
就
学
前
か
ら
義
務
教
育
期
間

に
わ
た
る
杉
並
の
教
育
の
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

答問答問答問答

　区長の予算編成方針を受け、
２月１３日・１４日に会派の代表６
名が質問しました。
　その要旨をお知らせします
（区長の予算編成方針は、７面
をご覧ください）。

予算のここを聞く
！

代代 表表 質質 問問代 表 質代 表 質 問問

狭
あ
い
道
路
で
の
緊
急
車
両
通
行

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
集
ま
っ
た
食
品

※　フードドライブ＝家庭で余っている食品を持ち寄り、福祉団体や施設などに寄付する活動
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掲載内容は、一部を抜粋したものです。区議会ホームページから質疑応答の全部を動画でご覧いただけます。

攻
め
の
区
政
経
営
で
区
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
更
な
る
区
民
福
祉
向
上

攻
め
の
区
政
経
営
で
区
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
更
な
る
区
民
福
祉
向
上
をを

増
田
裕
一

民
意
と

民
意
と
のの
乖
離

 
乖  
離 
は
深
刻
、
区
民
参
画
を
保
障
し
区
政
運
営
の
転
換

は
深
刻
、
区
民
参
画
を
保
障
し
区
政
運
営
の
転
換
をを

か
い 

り

山
田
耕
平

 

平
成　

年
度
は
基
本
構
想
（　

２９

１０

年
ビ
ジ
ョ
ン
）
の
折
り
返
し
の
年
に

あ
た
る
。
前
半
期
の
総
括
と
後
半
期

に
向
け
た
区
長
の
意
気
込
み
は
。

 

こ
の
間
の
取
組
を
通
じ
、
意
欲

や
創
意
工
夫
を
持
っ
て
粘
り
強
く
取

り
組
め
ば
基
礎
自
治
体
が
で
き
る
こ

と
は
少
な
く
な
い
し
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
熟
知
し
た
区
が
先
駆
け
て
施
策

・
事
業
を
展
開
し
効
果
を
示
せ
ば
、

国
・
都
の
制
度
や
仕
組
み
も
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

後
半
で
も
、
そ
の
よ
う
な
気
概
を
持

っ
て
、
先
を
見
据
え
、
全
力
で
課
題

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。

 

平
成　

年
度
も
保
育
定
員
の
増

２９

員
を
図
る
と
の
こ
と
だ
が
、
子
育
て

支
援
策
は
専
業
主
婦
へ
の
支
援
や
産

前
後
ケ
ア
の
充
実
な
ど
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
が
肝
要
。
区
長
の
見
解
は
。

 

核
家
族
化
が
進
行
す
る
中
、
区

は
、
孤
立
を
防
い
で
親
子
と
も
に
健

全
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
妊
娠

期
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
努
め

て
い
る
。
医
療
機
関
と
連
携
し
た
新

た
な
産
後
ケ
ア
事
業
の
開
始
や
一
時

預
か
り
保
育
、
乳
幼
児
親
子
が
集
え

る
場
所
の
充
実
な
ど
を
図
っ
て
い
る
。

保
育
所
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
方
に

も
専
業
主
婦
の
方
に
も
、
公
平
感
の

あ
る
支
援
を
行
う
こ
と
が
行
政
の
あ

り
方
と
し
て
重
要
と
考
え
る
。

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備

は
、
総
合
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る

平
成　

年
度
ま
で
に
１
０
０
０
床
の

３３

計
画
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
実
現

に
向
け
た
道
筋
は
。

 

特
養
整
備
は
区
政
の
最
重
要
課

問答問答問答

題
の
ひ
と
つ
。
多
様
な
手
法
を
用
い

て
進
め
て
お
り
、
静
岡
県
南
伊
豆
町

の
区
域
外
整
備
や
天
沼
３
丁
目
に
お

け
る
整
備
予
定
を
含
め
、
着
実
に
目

標
を
達
成
で
き
る
道
筋
は
で
き
た
。

 

障
害
者
の
新
た
な
住
ま
い
の
確

保
と
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
、
課
題
と
区
が
担
う
べ
き
役
割
は
。

 

「
親
な
き 
後 
」
も
、
地
域
で
安

あ
と

心
し
て
生
活
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
る
に
は
、
多
様
な
住
ま
い
の

選
択
肢
の
確
保
や
相
談
体
制
の
整
備

が
課
題
。
区
の
役
割
は
、
重
度
知
的

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
核
と
し

た
障
害
者
施
設
の
整
備
や
住
宅
確
保

要
配
慮
者
へ
入
居
支
援
な
ど
を
行
う

居
住
支
援
協
議
会
の
運
営
支
援
、
空

家
の
利
活
用
な
ど
区
の
各
部
門
が
連

携
し
、
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

 

善
福
寺
川
河
川
整
備
事
業
の 
進 しん

 
捗 
状
況
と
今
後
の
予
定
を
問
う
。

ち
ょ
く

 

環
状
７
号
線
地
下
調
節
池
か
ら

済
美
橋
ま
で
が
完
了
し
、
現
在
は
済

美
橋
と
宮
下
橋
か
ら
上
流
に
向
か
っ

て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

大
宮
１
丁
目
、
二
枚
橋
上
流
の
都
立

和
田
堀
公
園
内
に
調
節
池
を
整
備
す

る
計
画
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 

自
転
車
運
転
者
に
、
歩
道
上
で

も
注
意
を
促
す
取
組
な
ど
安
全
対
策

の
強
化
が
必
要
と
考
え
る
。

 

歩
行
者
優
先
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
を 
遵
守 
す
る
よ
う
啓
発
に
努
め
て

じ
ゅ
ん
し
ゅ

い
る
が
、
警
察
な
ど
関
係
機
関
と
の

連
携
を
一
層
強
化
し
、
自
転
車
通
行

空
間
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
危

険
な
自
転
車
運
転
者
へ
の
啓
発
や
指

導
に
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

平
成　

年
度
ま
で
に
、
町
会
・

３３

自
治
会
加
入
率
を　

％
と
す
る
目
標

６０

問答問答問答問

達
成
に
向
け
た
区
の
取
組
は
。

 

住
み
良
い
地
域
社
会
を
形
成
す

る
上
で
、
町
会
・
自
治
会
は
中
核
を

成
す
存
在
。
今
後
も
し
っ
か
り
と
連

携
し
、
特
に
若
い
世
代
の
加
入
を
促

す
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
共
有
す
る

な
ど
、
加
入
率
の
向
上
に
努
め
る
。

 

 
荻  
外  
荘 
の
復
原
・
整
備
の
予
定

て
き 

が
い 

そ
う

は
。（
仮
称
）荻
外
荘
公
園
整
備
を
契

機
に
、
地
域
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
の

機
運
を
高
め
、
と
も
に
地
域
活
性
化

に
取
り
組
む
べ
き
。
区
の
見
解
は
。

 

建
物
の
復
原
・
整
備
の
具
体
化

に
向
け
、　

年
度
か
ら
整
備
基
本
計

２９

画
の
策
定
を
進
め
る
。
周
辺
に
は
文

化
的
資
源
が
多
く
点
在
し
て
お
り
、

策
定
中
の
「
荻
窪
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
方
針
」
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
の

方
の
幅
広
い
参
画
を
得
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

（
仮
称
）
天
沼
三
丁
目
複
合
施

設
に
、
か
つ
て
太
宰
治
が
住
ん
で
い

た
建
物
が
あ
っ
た
記
念
と
な
る
も
の

を
設
置
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

 

建
物
の
あ
っ
た
場
所
の
一
角
に

記
念
碑
を
、
ま
た
複
合
施
設
内
に
展

示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
予
定
。

答問答問答

 

区
長
就
任
後
、
認
可
保
育
所
の

整
備
が
進
ま
ず
２
度
の
待
機
児
童
緊

急
対
策
を
出
し
た
こ
と
へ
の
総
括
は
。

緊
急
対
策
で
住
民
生
活
に
重
大
な
影

響
を
与
え
る
計
画
案
は
策
定
段
階
か

ら
住
民
と
膝
詰
め
で
協
議
を
進
め
る

必
要
が
あ
っ
た
。
計
画
強
行
に
よ
り

子
ど
も
達
が
日
頃
か
ら
親
し
ん
だ
居

場
所
を
失
う
事
態
へ
の
認
識
は
。

 

認
可
保
育
所
を
核
と
し
、
小
規

模
保
育
や
定
期
利
用
保
育
な
ど
も
組

み
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。　
２７

年
度
の
整
備
数
が
計
画
数
を
下
回
り
、

保
育
需
要
は
予
想
を
上
回
る
伸
び
で

待
機
児
童
が
生
じ
た
。
保
育
緊
急
事

態
宣
言
を
周
知
し
、
続
い
て
緊
急
対

策
に
つ
い
て
住
民
説
明
会
を
開
催
す

る
な
ど
し
て
説
明
を
尽
く
し
た
。
公

園
は
貴
重
な
施
設
で
あ
る
こ
と
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。
代
替
場
所
確
保

や
樹
木
の
残
置
、
学
校
開
放
の
拡
充

な
ど
要
望
に
可
能
な
限
り
応
え
た
。

 

保
育
士
確
保
は
大
き
な
課
題
。

区
独
自
の
直
接
処
遇
補
助
金
な
ど
を

設
定
す
べ
き
。
安
定
的
に
保
育
士
を

確
保
す
る
た
め
区
立
認
可
保
育
所
が

必
要
。
民
営
化
方
針
を
見
直
す
べ
き
。

 

直
接
処
遇
補
助
金
は
、
国
や
都

の
動
向
を
踏
ま
え
、
取
組
を
検
討
し

た
い
。
民
営
化
は
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
の
た
め
避
け
て
通
れ
な
い
。

 

介
護
保
険
制
度
改
悪
が
現
場
に

重
大
な
影
響
。
介
護
報
酬
引
き
下
げ

の
影
響
も
深
刻
。
引
き
下
げ
を
見
直

す
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
。
ま
た
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
、
介
護
従
事
者

の
処
遇
改
善
を
検
討
す
べ
き
。

 

適
切
な
報
酬
改
定
と
認
識
。
処

問答問答問答

遇
改
善
加
算
に
加
え
、
新
た
に
１
万

円
の
加
算
を
前
倒
し
で
実
施
す
る
。

 

障
害
者
の
移
動
支
援
に
つ
い
て

当
事
者
の
利
用
意
向
に
基
づ
き
適
切

な
対
応
と
支
援
の
拡
充
を
す
べ
き
。

 

支
援
希
望
者
の
個
々
の
状
況
等

を
確
認
し
、
適
切
な
対
応
を
図
る
。

 

着
々
と
５
５
０
億
円
も
の
財
政

の
ダ
ム
を
目
指
し
た
基
金
積
み
立
て

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
区
民
本
位
の

財
政
運
営
を 
歪 
め
て
い
る
。
過
大
な

ゆ
が

基
金
積
み
立
て
を
見
直
す
べ
き
。

 

景
気
落
ち
込
み
に
よ
る
大
幅
減

収
や
大
規
模
災
害
時
の
迅
速
な
復
旧

・
復
興
の
た
め
に
多
大
な
経
費
が
必

要
。
基
金
積
み
立
て
に
努
め
る
。

 

都
知
事
選
に
立
候
補
し
田
中
区

長
も
応
援
し
た
増
田
寛
也
氏
が
杉
並

区
顧
問
に
。
月
２
日
、
４
～
５
時
間

程
度
の
勤
務
実
態
で　

万
円
も
の
高

３５

額
な
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
お
り
、
区

民
の
批
判
の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

区
民
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
の
か
。

 

区
民
に
顧
問
就
任
を
広
報
す
る

な
ど
、
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
努
め

て
い
る
。
助
言
な
ど
の
効
果
は
、
ま

問答問答問答

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
取
組
の
中
に
今
後
表
れ
て
く
る
。

 

区
民
に
縁
も
ゆ
か
り
も
無
い
ビ

ー
チ
コ
ー
ト
整
備
が
理
解
を
得
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

 

区
議
会
か
ら
の
要
望
に
加
え
、

地
元
商
店
会
や
区
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
団
体
な
ど
か
ら
期
待
す
る
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
区
民
の
期
待
は
高

ま
り
つ
つ
あ
る
。
区
を
挙
げ
て
区
民

の
理
解
を
深
め
る
取
組
を
進
め
る
。

 

先
の
議
会
で
区
長
・
議
員
の
給

与
・
報
酬
引
き
上
げ
を
賛
成
多
数
で

可
決
。
都
政
で
は
都
民
世
論
を
背
景

に
都
政
改
革
が
進
み
、
知
事
給
与
や

議
員
報
酬
の
見
直
し
な
ど
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
杉
並
区
で
は
社

会
的
要
請
と
は
真
逆
の
動
き
。
深
刻

な
民
意
と
の 
乖  
離 
。
区
民
の
負
担
増

か
い 

り

を
直
視
せ
ず
、
報
酬
を
引
き
上
げ
る

こ
と
は
区
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

 

報
酬
改
定
は
報
酬
等
審
議
会
で

人
事
委
員
会
勧
告
と
区
の
行
革
の
取

組
や
財
政
状
況
な
ど
を
審
議
の
上
、

答
申
を
受
け
た
。
答
申
を
尊
重
し
た

も
の
で
、
区
民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
。

 

計
画
改
定
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
大
半
の
意

見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
自
治
基

本
条
例
に
定
め
る
区
民
参
画
を
保
障

し
て
い
な
い
実
態
を
是
正
す
べ
き
。

 

寄
せ
ら
れ
る
意
見
は
限
ら
れ
た

数
に
留
ま
っ
て
い
る
。
地
域
説
明
会

や
区
民
懇
談
会
、
地
域
団
体
な
ど
で

内
容
を
説
明
し
、
区
民
へ
の
周
知
と

意
見
把
握
に
努
め
た
。
将
来
に
わ
た

り
必
要
な
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的

に
提
供
し
て
い
く
た
め
、
限
ら
れ
た

資
源
を
効
果
的
に
配
分
す
る
全
体
最

適
・
長
期
最
適
と
い
う
視
点
で
政
策

判
断
を
行
い
計
画
決
定
し
た
。

問答問答問答

予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算総総総総総総総総総総額額額額額額額額額額はははははははははは過過過過過過過過過過去去去去去去去去去去最最最最最最最最最最大大大大大大大大大大のののののののののの規規規規規規規規規規模模模模模模模模模模予算総額は過去最大の規模ににににににににににに

区
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
み
ら
い

日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団

平成２９年度予算　２,９７３億５,２７３万６千円
「時代の先を見据「時代の先を見据ええ、、１０年ビジョンを加速させる予算１０年ビジョンを加速させる予算」」

自
転
車
ナ
ビ
ラ
イ
ン
で
車
道
の
左
側

通
行
を
案
内

積
立
基
金
残
高
の
推
移

億円
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※27年度までは決算額、28年度は決算見込額、29年度は当初予算額です。
　そのため、29年度は28年度決算剰余金に係る積立額は見込んでいません。
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介
護
と
子
ど
も
の
貧
困
対
策
／
仕
事
と
子
育
て
が
両
立
で
き
る
杉
並

介
護
と
子
ど
も
の
貧
困
対
策
／
仕
事
と
子
育
て
が
両
立
で
き
る
杉
並
をを

そ
ね
文
子

足
元
し
か
見
え
て
い
な
い
。
財
政
は
厳
し
い
局
面
に
向
か
っ
て
い
る

足
元
し
か
見
え
て
い
な
い
。
財
政
は
厳
し
い
局
面
に
向
か
っ
て
い
る
。。

佐
々
木　

浩

 

介
護
保
険
制
度
は
改
定
の
度
に

サ
ー
ビ
ス
が
縮
小
に
向
か
い
、
介
護

の
社
会
化
が
後
退
し
て
い
る
。
区
は

自
治
体
と
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ト

ー
タ
ル
的
に
ど
う
保
証
す
る
の
か
。

 

現
在
進
め
て
い
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

と
と
も
に
、
多
様
な
事
業
主
体
に
よ

る
重
層
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を

つ
く
る
こ
と
で
地
域
ぐ
る
み
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

 

増
え
続
け
る
民
営
保
育
園
の
保

育
の
質
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
直

営
園
を
一
定
以
上
維
持
し
続
け
、
そ

の
経
験
と
質
を
継
承
し
て
い
く
体
制

も
必
要
と
な
る
。
区
の
見
解
は
。

 

　

年
度
新
設
す
る
全
て
の
私
立

２９

認
可
保
育
所
に
、
公
立
園
の
元
園
長

や
心
理
専
門
職
な
ど
に
よ
る
巡
回
相

談
・
指
導
を
行
う
。
さ
ら
に
認
可
外

保
育
施
設
へ
も
心
理
専
門
職
の
巡
回

指
導
の
回
数
を
増
や
す
な
ど
に
よ
り

公
立
保
育
園
で
長
年
培
っ
た
知
識
と

経
験
を
伝
え
、
区
全
体
の
保
育
の
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

 

保
育
需
要
の
高
ま
り
が
学
童
ク

ラ
ブ
の
需
要
に
つ
な
が
る
状
況
が
顕

著
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
て

は
新
３
年
生
が
学
童
に
入
れ
ず
困
っ

て
い
る
と
聞
く
。
早
急
に
抜
本
的
取

組
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

 

引
き
続
き
学
校
改
築
に
合
わ
せ

た
整
備
や
児
童
館
施
設
の
改
修
な
ど

に
よ
り
学
童
ク
ラ
ブ
を
拡
大
し
、
受

け
入
れ
数
を
確
保
し
て
い
く
。

 

不
登
校
の
子
ど
も
が　

年
度
は

１５

問答問答問答問

小
学
校
で
１
０
８
人
、
中
学
校
で
２

０
５
人
い
た
。
す
べ
て
の
子
ど
も
が

安
心
し
て
通
え
る
学
校
、
居
場
所
と

な
る
学
校
づ
く
り
に
、
保
護
者
や
地

域
の
手
を
借
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
が
、
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

 

新
年
度
予
算
案
で
相
談
支
援
の

要
と
な
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
増
員
や
新
た
に
宿
泊
体
験

事
業
を
実
施
し
て
適
応
指
導
教
室
に

お
け
る
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
の

経
費
を
盛
り
込
ん
だ
。
ま
た
、
保
護

者
や
地
域
の
方
と
連
携
し
、
学
校
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
全
て
の
児
童
・
生

徒
に
と
っ
て
心
安
ら
か
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
居
場
所
と
な
る
よ
う
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、

民
間
と
の
連
携
や
協
働
も
視
野
に
入

れ
た
効
果
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
の

検
討
状
況
は
。
ま
た
、
具
体
的
な
課

題
を
把
握
す
る
た
め
の
実
態
調
査
も

必
要
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

 

区
の
学
習
支
援
事
業
で
民
間
の

学
習
支
援
団
体
と
連
携
を
図
っ
て
い

る
ほ
か
、
民
間
団
体
が
子
ど
も
食
堂

な
ど
の
取
組
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
社
会
福
祉
協
議
会
が
助
言
を
す
る

な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。
実
態
調

査
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
行
う
調

査
な
ど
に
調
査
項
目
を
加
え
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

 

児
童
養
護
施
設
入
所
者
は
退
所

後
に
孤
立
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

家
賃
補
助
や
奨
学
金
、
継
続
的
な
見

守
り
が
必
要
。
区
の
考
え
と
今
後
の

具
体
的
な
支
援
策
を
問
う
。

 

住
ま
い
や
仕
事
な
ど
、
生
活
の

困
り
ご
と
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
で

あ
る
「
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

答問答問答

シ
ョ
ン
」
に
よ
る
伴
走
型
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
区
内
施
設
や
児

童
相
談
所
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

 

「
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
」
の

精
神
障
が
い
者
２
級
へ
の
拡
大
は
待

っ
た
な
し
。
見
直
し
拡
充
は
。

 

本
来
、
広
域
的
な
制
度
を
講
ず

る
こ
と
が
必
要
。
現
行
の
制
度
は
継

続
し
、
都
な
ど
に
制
度
の
見
直
し
を

図
る
よ
う
粘
り
強
く
促
し
て
い
く
。

 

区
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
削
減
は
、
都
と
並
ぶ
高
い
目
標

を
設
定
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

 

杉
並
区
環
境
基
本
計
画
の
改
定

作
業
の
中
で
、
住
宅
都
市
と
し
て
の

特
性
に
適
し
た
目
標
設
定
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
く
。

 

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
反
面
、
福
島
復
興
へ
の
資
材
や

人
材
不
足
を
ま
ね
い
て
い
る
と
の
批

判
も
あ
る
。
準
備
に
か
け
る
予
算
は

で
き
る
だ
け
コ
ン
パ
ク
ト
に
す
べ
き
。

 

選
定
の
経
緯
を
勘
案
す
れ
ば
、

で
き
る
と
こ
ろ
は
コ
ン
パ
ク
ト
化
し

て
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

問答問答問答

 

区
長
は
都
の
実
行
プ
ラ
ン
を
批

判
し
、
応
援
し
て
い
た
対
立
候
補
の

増
田
寛
也
氏
を
都
知
事
選
に
敗
北
し

た
直
後
に
区
の
顧
問
に
迎
え
る
な
ど
、

正
直
、
小
池
知
事
に
対
す
る
区
長
の

わ
だ
か
ま
り
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
で
各
分
野
に
お
い
て
都
と
友
好

的
に
連
携
で
き
る
の
か
。

 

都
の
実
行
プ
ラ
ン
は
地
方
と
の

共
存
共
栄
の
視
点
が
不
足
。
ま
た
増

田
顧
問
は
あ
く
ま
で
地
方
創
生
全
般

の
専
門
的
助
言
を
頂
く
た
め
で
、
わ

だ
か
ま
り
と
の
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

 

保
育
所
関
連
経
費
の
額
と
一
般

会
計
に
占
め
る
割
合
は
。
財
源
は
。

 

２
０
８
億
円
、　

・
７
％
。
財

１１

源
は
更
な
る
充
実
を
国
・
都
に
要
望
。

 

保
育
申
込
者
増
傾
向
と
し
て
潜

在
需
要
が
掘
り
起
こ
さ
れ
る
事
は
喜

ん
で
よ
い
と
の
区
長
の
発
言
だ
が
、

乳
幼
児
期
の
各
家
庭
の
子
育
て
方
針

（
家
庭
・
保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
）

に
対
し
て
、
行
政
は
価
値
中
立
で
あ

る
べ
き
で
選
択
肢
を
保
育
所
に
誘
導

し
て
い
く
の
は
疑
問
だ
が
。

 

今
回
の
保
育
所
整
備
つ
い
て
は

真
に
必
要
な
需
要
の
結
果
で
あ
り
誘

導
し
た
も
の
で
は
な
い
。

 

区
長
は
、
最
も
出
生
率
の
低
い

東
京
へ
の
人
口
集
中
は
日
本
の
総
人

口
減
少
に
拍
車
を
か
け
る
と
発
言
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
保
育
定
員
の
急

増
、
保
育
士
処
遇
の
区
独
自
加
算
な

ど
は
地
方
か
ら
特
に
若
年
層
人
材
の

区
へ
の
流
入
を
促
し
、
一
方
で
南
伊

豆
町
と
の
自
治
体
連
携
に
よ
る
特
養

整
備
、
お
試
し
移
住
事
業
推
進
な
ど

と
重
ね
る
と
、
ま
る
で
若
者
は
杉
並

問答問答問答問

へ
高
齢
者
は
地
方
へ
と
の
印
象
だ
が
。

 

多
様
な
区
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
す
る
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
を
被
災

地
の
支
援
な
ど
に
活
用
と
あ
る
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
は
本
来
、
杉
並
の
た

め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で

寄
附
す
る
も
の
。
被
災
地
支
援
は
寄

附
者
か
ら
被
災
地
に 
直 
に
支
援
す
べ

じ
か

き
で
、
寄
附
者
の
意
に
沿
わ
ず
に
区

を
間
に
入
れ
る
の
は
、
そ
れ
こ
そ
制

度
の
趣
旨
を
逸
脱
し
て
い
な
い
か
。

 

被
災
地
支
援
の
形
に
こ
う
あ
ら

ね
ば
と
い
う
制
約
は
な
い
。
結
果
的

に
支
援
拡
大
に
つ
な
が
る
も
の
。

 

時
代
の
先
を
見
据
え
、　

年
ビ

１０

ジ
ョ
ン
を
加
速
さ
せ
る
予
算
と
銘
打

っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
現
在
進

行
形
の
課
題
解
決
に
終
始
し
て
お
り
、

時
代
の
先
を
見
据
え
た
施
策
は
見
当

た
ら
な
い
。
ど
う
見
て
も
数
年
程
度

先
の
視
野
し
か
な
く
、　

年
ビ
ジ
ョ

１０

ン
の
そ
の
先
の
長
期
展
望
は
。

 

本
予
算
の
重
点
事
業
は
い
ず
れ

も
先
を
見
据
え
た
取
組
。　

年
ビ
ジ

１０

ョ
ン
は
長
き
に
わ
た
り
区
が
目
指
し
、

維
持
し
て
い
く
社
会
を
表
し
て
い
る
。

 

な
ら
ば
せ
め
て　

年
ビ
ジ
ョ
ン

１０

残
り
５
年
分
の
具
体
的
な
財
源
確
保

に
つ
い
て
示
せ
。

 

中
長
期
的
な
収
入
見
込
み
を
立

て
る
事
は
難
し
い
。
国
・
都
に
財
政

支
援
の
充
実
を
求
め
る
。

 

当
初
予
算
で
財
政
調
整
基
金
を

大
き
く
取
り
崩
し
、
そ
の
年
の
決
算

剰
余
金
で
積
み
戻
す
不
安
定
な
財
政

運
営
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
が
、

　

年
度
は　

億
円
の
取
り
崩
し
と
な

２９

４８

っ
て
お
り
、
積
み
戻
し
も
そ
れ
ほ
ど

見
込
め
な
い
。
財
政
の
ダ
ム
の
基
金

積
み
上
げ
目
標
が
後
退
す
る
の
で
は
。

答問答問答問答問

 

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
今

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業

に
対
し
て
は
時
機
を
失
す
る
事
な
く

必
要
な
予
算
を
投
入
し
て
い
く
。

 

前
年
比　

億
円
余
の
財
政
規
模

６０

の
増
大
の
要
因
と
し
て
学
校
な
ど
の

大
規
模
施
設
の
改
築
経
費
増
を
あ
げ

て
お
り
、
そ
の
原
資
は
特
別
区
債
に

依
存
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
要

因
で
あ
る
保
育
関
連
経
費
な
ど
の　
６２

億
５
千
万
円
余
の
既
定
事
業
の
増
は

今
後
毎
年
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で

あ
り
、
財
政
構
造
は
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
い
く
。
経
常
経
費
の
急
増
に

経
常
収
支
比
率
は
悪
化
し
て
い
く
と

思
わ
れ
る
が
そ
の
認
識
は
あ
る
の
か
。

ま
た
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

 

そ
れ
以
上
に
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
事
業
執
行
や
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
経
費
削
減
に
努
め
る
。

 

行
財
政
改
革
の
財
政
効
果
見
込

額
は
５
億
２
７
０
０
万
、
職
員
削
減

見
込　

人
と
田
中
区
政
開
始
以
来
の

１０

低
調
さ
に
全
く
意
欲
を
感
じ
な
い
。

 

決
し
て
低
い
目
標
と
は
言
え
な

い
が
、
財
政
運
営
は
厳
し
さ
を
増
す

た
め
行
財
政
改
革
を
一
層
進
め
る
。

答問答問答

い
の
ち
・
平
和
ク
ラ
ブ

自
民
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

生
活
自
立
支
援
窓
口

区
役
所
本
庁
舎

〈動画の検索方法〉 　杉並区議会ホームページ　閣　議会中継バナー　閣　録画中継　閣　本会議録画中継（外部リンク）

○首都直下地震等に備えた 減災・防災対策の推進
○将来にわたるにぎわい創出に向けた 環境整備と魅力発信
○豊かなみどりと持続可能な環境を 次世代に継承
○超高齢社会の進展を見据えた 健康づくりと福祉の充実
○未来を担う子どもたちのための 教育・支援の拡充

予算編成の
５つの視点
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掲載の内容は、質疑応答の一部を抜粋したものです。区議会ホームページから、全体の様子を質問者別の動画でご覧いただけます。

一般質問一般質問
区政を問う 　区政全般にわたり、区長をは

じめとする執行機関に対して行
う質問を一般質問といいます。
２月１５日～１７日に１５名が質問し
ました。

≪会派名≫
自民／杉並区議会自由民主党　公明／杉並区議会公明党　未来／区民フォーラムみらい
共産／日本共産党杉並区議団　平和／いのち・平和クラブ　自無／自民・無所属クラブ
杉わ／杉並わくわく会議　共生／共に生きる杉並　美杉／美しい杉並　無／無所属　無木／無所属（木村）

ま
ち
づ
く
り
・
２
０
２
０

年
対
策
・
総
合
型
ク
ラ
ブ

・
部
活
を
問
う

大
熊
昌
巳

（
自
民
）

 

国
や
都
が
進
め
る
無
電
柱
化
に

区
長
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

防
災
の
観
点
か
ら
、
狭
あ
い
道

路
の
拡
幅
整
備
と
と
も
に
無
電
柱
化

を
推
進
す
る
の
が
効
果
的
。
都
の
財

政
支
援
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
狭
あ
い
道
路
で
も
課
題
解
決

に
向
け
て
技
術
支
援
を
受
け
る
な
ど

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

２
０
２
０
年
東
京
大
会
に
向
け

た
区
民
懇
談
会
の 
進  
捗 
状
況
を
問
う
。

し
ん 
ち
ょ
く

 

今
後
、「
地
域
活
性
」「
ス
ポ
ー

ツ
」「
バ
リ
ア
」「
子
ど
も
」
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
作
る
た
め
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
く
。

 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
設
立
支
援
・
運
営
支
援
を
問
う
。

 

　

年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
門

２９

の
区
長
部
局
へ
の
移
管
は
、
区
の
支

援
体
制
の
強
化
に
つ
な
が
る
。
運
営

支
援
は
既
存
の
ク
ラ
ブ
と
個
別
に
意

見
交
換
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取

り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

 

区
立
中
学
校
の
部
活
動
の
休
養

日
と
指
導
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

 

週
１
回
以
上
の
休
養
日
の
設
定

や
専
門
事
業
者
が
指
導
を
行
う
事
業

を
実
施
。
ま
た
今
後
示
さ
れ
る
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

対
応
方
針
を
検
討
し
て
い
く
。

問答問答問答問答

災
害
情
報
の
収
集
・
発
信

に
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
！

北　

明
範

（
公
明
）

 

災
害
情
報
の
収
集
と
発
信
に
、

ド
ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）
の
活
用

を
前
向
き
に
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

災
害
時
の
被
害
状
況
の
把
握
に

ド
ロ
ー
ン
は
有
効
と
認
識
。
運
用
上

の
課
題
も
あ
る
た
め
、
活
用
に
向
け

て
調
査
・
研
究
を
継
続
し
て
い
く
。

 

区
内
で
整
備
を
進
め
て
い
る
子

ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ザ
に
、
大
型
遊

具
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

 

和
泉
に
大
型
遊
具
な
ど
を
設
置

し
て
い
る
が
、
今
後
開
設
す
る
プ
ラ

ザ
で
も
同
様
に
取
り
組
み
た
い
。

 

保
育
園
の
屋
上
に
公
園
な
ど
広

場
の
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

 

公
園
等
と
の
複
合
化
は
、
保
育

施
設
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
等
の
条

件
が
あ
る
。
他
自
治
体
の
運
営
状
況

も
含
め
て
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

 

認
知
症
予
防
の
た
め
、
区
は
ど

の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
の
か
。

町
会
な
ど
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
自
主

的
な
活
動
が
地
域
に
広
ま
っ
て
い
く

と
よ
い
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
や
料
理
教

室
な
ど
認
知
症
予
防
に
効
果
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
取
組
を
進
め

て
い
る
。
地
域
で
自
主
的
な
活
動
を

広
め
る
に
は
、
高
齢
化
率
や
住
民
の

意
向
な
ど
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た

働
き
か
け
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問答問答問答問答

 

方
南
１
丁
目
は
木
造
密
集
地
域

で
、
か
つ
狭
あ
い
道
路
や
行
き
止
ま

り
道
路
が
多
い
。
こ
う
し
た
地
域
の

災
害
時
の
避
難
路
整
備
状
況
は
。

 

方
南
１
丁
目
で
は
、
現
況
調
査

や
戸
別
訪
問
、
建
て
替
え
相
談
会
な

ど
地
元
に
密
着
し
た
取
組
を
行
っ
て

い
る
。
行
き
止
ま
り
道
路
の
避
難
路

確
保
は
、
民
有
地
の
活
用
な
ど
を
関

係
者
と
議
論
し
て
い
き
た
い
。

 

居
住
者
の
高
齢
化
や
狭
小
敷
地
、

複
雑
な
権
利
関
係
等
、
不
燃
化
促
進

の
課
題
を
ど
う
解
消
し
て
い
く
の
か
。

 

必
要
に
応
じ
て
個
々
の
課
題
に

対
応
し
た
専
門
家
を
派
遣
す
る
な
ど

丁
寧
に
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

 

管
理
不
全
に
陥
っ
た
特
定
空
家

化
マ
ン
シ
ョ
ン
を
生
じ
さ
せ
な
い
た

め
に
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
マ

ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
報
告
制
度
を
設

け
る
と
い
う
都
の
方
針
へ
の
対
応
は
。

 

現
状
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
た
め
、
都

へ
協
力
し
つ
つ
、
今
後
の
効
果
的
な

実
態
把
握
の
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

 

区
に
お
い
て
も
マ
ン
シ
ョ
ン
の

適
正
管
理
と
い
う
視
点
か
ら
積
極
的

に
施
策
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

 

今
後
の
重
要
な
課
題
と
捉
え
、

関
係
機
関
と
協
力
し
管
理
組
合
の
支

援
な
ど
可
能
な
方
策
を
考
え
て
い
く
。

問答問答問答問答
方
南
地
域
の
防
災
対
策
と

限
界
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策

大
泉
や
す
ま
さ

（
自
民
） 

愛
着
形
成
に
重
要
な
時
期
に
あ

る
０
〜
２
歳
児
を
保
護
者
に
代
わ
っ

て
預
か
る
保
育
士
の
質
と
は
。

 

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
保
育
士

は
、
愛
着
の
対
象
や
人
間
形
成
の
支

援
者
と
な
る
べ
き
役
割
を
持
つ
と
考

え
て
い
る
。
区
が
取
り
ま
と
め
た
保

育
実
践
方
針
で
は
、
保
育
実
践
の
積

み
重
ね
か
ら
ス
キ
ル
の
向
上
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、

こ
の
方
針
を
活
用
し
て
、
区
立
保
育

園
の
み
な
ら
ず
、
区
全
体
の
保
育
の

質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
。

 

区
が
考
え
る
「
保
育
の
質
」
と

は
何
を
指
す
の
か
、
改
め
て
問
う
。

 

保
育
の
質
は
、
保
育
室
の
面
積

や
保
育
士
の
配
置
数
な
ど
環
境
面
を

含
め
た
ハ
ー
ド
と
、
保
育
士
自
身
の

知
識
や
経
験
な
ど
の
ソ
フ
ト
と
の
両

面
に
よ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

 

公
立
保
育
所
の
果
た
す
べ
き
役

割
と
は
何
か
。
区
の
見
解
を
問
う
。

 

積
極
的
な
障
害
児
の
受
け
入
れ

や
小
規
模
保
育
事
業
者
等
と
の
連
携

園
機
能
等
の
役
割
が
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
私
立
保
育

園
・
認
可
外
保
育
施
設
数
の
増
加
、

保
育
関
連
経
費
が
増
大
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
区
立
保
育
園

の
担
う
方
向
性
や
内
容
等
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
。

問答問答問答
子
供
の
愛
着
形
成
と
保
育

の
あ
り
方
、
保
育
士
の
専

門
性
を
問
う

井
原
太
一

（
自
民
） 

介
護
保
険
利
用
料
が
２
割
の
対

象
者
数
は
。
介
護
が
受
け
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
が
対
策
は
。

 

１
月
末
現
在
、
６
０
９
０
人
。

高
齢
者
２
人
世
帯
な
ど
で
介
護
費
用

が
多
い
場
合
に
は
、
特
例
減
額
措
置

の
適
用
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
く
。

 

和
泉
学
園
学
童
ク
ラ
ブ
で
３
年

生
が
入
れ
な
い
状
況
が
あ
る
。
認
識

と
対
策
を
求
め
る
。
今
後
、
保
育
園

と
同
様
思
い
切
っ
た
対
策
が
必
要
。

 

指
数
の
低
い
３
年
生
以
上
に
待

機
児
童
が
見
込
ま
れ
る
。
受
入
数
の

弾
力
化
で
登
録
数
を
増
や
し
、
子
ど

も
・
子
育
て
プ
ラ
ザ
の
利
用
の
Ｐ
Ｒ

や
和
泉
学
園
で
の
放
課
後
等
居
場
所

事
業
で
多
様
な
受
け
皿
を
確
保
す
る
。

ま
た
、
次
の
計
画
改
定
で
一
層
の
受

入
の
拡
大
を
明
ら
か
に
す
る
。

 

国
は
横
田
基
地
へ
の
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
を
容
認
。
上
空
が
横
田
基
地

管
制
下
に
あ
る
自
治
体
に
、
飛
行
計

画
な
ど
の
全
面
開
示
を
行
う
べ
き
。

か
つ
て
起
っ
た
杉
森
中
へ
の
米
軍
ヘ

リ
不
時
着
事
故
の
詳
細
を
。

 

区
民
の
安
全
確
保
の
た
め
に
必

要
な
情
報
提
供
を
求
め
る
。
平
成
５

年
に
横
田
基
地
を
飛
び
立
っ
た
米
軍

機
が
杉
森
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
不
時
着
。

重
大
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
安

全
の
徹
底
を
求
め
た
。

問答問答問答
保
育
園
待
機
児
童
解
消
に

続
き
、
学
童
ク
ラ
ブ
待
機

児
童
対
策
が
急
務新

城
せ
つ
こ

（
平
和
） 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
不

可
欠
な
就
学
援
助
の
認
定
基
準
を
、

生
活
保
護
基
準
の
１
・
２
倍
か
ら
１
・

５
倍
へ
引
き
上
げ
、
入
学
準
備
金
は

入
学
前
に
支
給
す
る
よ
う
求
め
る
。

 

認
定
基
準
は
他
区
と
比
較
し
て

遜
色
な
い
。
入
学
準
備
金
は
前
年
の

世
帯
全
員
の
所
得
額
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
現
行
の
７
月
支
給

を
直
ち
に
前
倒
し
す
る
こ
と
は
困
難
。

 

学
校
給
食
は
食
育
の
観
点
か
ら

も
重
要
だ
が
、
低
所
得
世
帯
に
と
っ

て
は
自
己
負
担
が
重
い
。
無
償
化
に

踏
み
出
す
よ
う
求
め
る
。

 

学
校
給
食
法
第　

条
第
２
項
で

１１

学
校
給
食
を
受
け
る
児
童
ま
た
は
生

徒
の
保
護
者
の
負
担
と
す
る
旨
、
規

定
さ
れ
て
い
る
。

 

国
民
健
康
保
険
料
は
毎
年
値
上

げ
さ
れ
区
民
の
暮
ら
し
を
圧
迫
し
て

お
り
、
新
年
度
の
値
上
げ
は
や
め
る

べ
き
。
国
保
は
社
会
保
障
制
度
で
あ

り
、
滞
納
世
帯
へ
の
短
期
証
・
資
格

証
の
発
行
、
差
し
押
さ
え
は
や
め
よ
。

 

高
齢
化
の
進
展
や
高
額
医
薬
品

の
利
用
増
加
な
ど
に
よ
り
、
１
人
あ

た
り
の
年
間
療
養
給
付
費
が
増
加
す

る
た
め
、
保
険
料
改
定
が
必
要
。
督

促
や
催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
世
帯
に

対
し
て
は
、
負
担
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
滞
納
処
分
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

問答問答問答
就
学
援
助
の
拡
充
、
給
食

費
の
無
償
化
を
／
国
保
料

の
値
上
げ
を
や
め
よ

く
す
や
ま
美
紀

（
共
産
）

（平成２９年２月１３日現在）



6NO.２３５ 平成２９（２０１７）年５月１日

高
円
寺
小
中
一
貫
校
建
設

区
は
現
場
に
来
て
住
民
と

対
話
を

松
尾
ゆ
り

（
杉
わ
）

 

高
円
寺
小
中
一
貫
校
建
設
に
対

す
る
住
民
の
抗
議
行
動
が
連
日
続
い

て
い
る
。
区
は
話
し
合
い
を
継
続
す

る
と
し
な
が
ら
、
現
場
に
は
全
く
来

ず
、
責
任
放
棄
で
は
な
い
か
。

 

工
事
現
場
の
住
民
対
応
は
、
第

一
義
的
に
は
工
事
業
者
が
行
う
べ
き
。

 

抗
議
す
る
住
民
に
対
し
て
、
建

設
会
社
社
員
が
自
作
自
演
で
転
び
、

警
察
を
介
入
さ
せ
る
事
件
が
起
き
た
。

住
民
を
陥
れ
よ
う
と
す
る
事
業
者
の

暴
走
を
区
は
止
め
る
べ
き
。

 

工
事
業
者
は
適
法
か
つ
丁
寧
な

作
業
を
進
め
て
い
る
。

 

上
井
草
保
育
園
の
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
８
割
が
民
営
化
反
対
の

結
果
で
あ
っ
た
。
保
護
者
選
定
委
員

が
選
定
さ
れ
な
い
段
階
で
一
方
的
に

委
員
会
開
催
を
決
め
た
の
は
、
利
用

者
無
視
、
区
民
無
視
で
は
な
い
か
。

 

そ
れ
以
上
の
延
期
は
事
業
者
選

定
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
か
ら
、
選

定
委
員
会
を
開
催
し
た
。

 

区
は
児
童
館
の
再
編
を「
継
承
・

拡
充
」
と
説
明
し
て
き
た
が
、「
あ
ん

さ
ん
ぶ
る
荻
窪
」
に
関
す
る
裁
判
で

は「
分
散
移
転
」と
述
べ
て
い
る
。
再

編
は
「
分
散
移
転
」
か
。

 

児
童
館
の
主
な
機
能
を
小
学
校

な
ど
に
移
転
す
る
と
い
う
意
味
で

「
分
散
移
転
」
と
述
べ
て
い
る
。

問答問答問答問答

区
長
・
区
議
団
の
訪
韓
は

不
適
切
／
特
養
整
備
は
区

内
を
基
本
と
せ
よ田

中
ゆ
う
た
ろ
う

（
美
杉
）

 

昨
冬
の
区
長
・
区
議
団
訪
韓
後
、

釜
山
の
慰
安
婦
像
を
め
ぐ
り
日
韓
関

係
が
悪
化
。
訪
韓
は
不
適
切
だ
っ
た
。

他
の
時
期
に
変
更
で
き
た
の
で
は
。

 

韓
国 
瑞  
草 
区
側
か
ら
友
好
都
市

そ
っ 
ち
ょ

協
定
締
結
月
の
訪
問
を
強
く
要
請
さ

れ
た
た
め
、　

月
に
実
施
し
た
。

１２

 

特
養
整
備
は
区
内
を
基
本
と
す

べ
き
。
区
内
遊
休
民
有
地
所
有
者
へ

の
働
き
か
け
は
十
分
か
。

 

施
設
の
整
備
に
は
、
土
地
の
確

保
が
要
。
今
後
も
地
域
密
着
型
施
設

の
公
募
を
中
心
に
、
土
地
所
有
者
へ

働
き
か
け
て
整
備
を
促
進
す
る
。

 

和
田
中
の
敷
地
に
設
置
す
る
保

育
園
は
、
立
地
条
件
を 
活 
か
し
て
ど

い

の
よ
う
な
保
育
を
行
う
の
か
。

 

校
庭
や
校
舎
を
活
用
し
た
行
事

へ
の
参
加
に
よ
り
、
生
徒
と
園
児
さ

ら
に
は
教
員
や
保
育
士
も
加
え
た
交

流
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

 

保
育
園
に
転
用
し
た
久
我
山
東

原
公
園
の
代
替
地
は
見
つ
か
っ
た
か
。

ま
た
、
昨
年　

月
の
議
会
で
「
目
途

１１

は
つ
い
て
い
な
い
」
旨
が
初
め
て
示

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
区
の
説
明
と

反
す
る
。
周
辺
住
民
に
謝
罪
せ
よ
。

 

久
我
山
東
保
育
園
北
側
隣
接
地

を
遊
び
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
現
在
整
備
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、

用
地
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答問答問答

保
護
者
の
声
を
一
切
聞
か

な
か
っ
た
公
立
保
育
園
の

民
営
化
は
廃
止
を原

田
あ
き
ら

（
共
産
）

 

上
井
草
保
育
園
や
杉
並
保
育
園

の
民
営
化
に
つ
い
て
、
区
民
意
見
募

集
も
行
わ
ず
に
計
画
を
決
定
し
た
の

は
重
大
問
題
。
自
治
基
本
条
例
違
反

は
明
白
だ
。
杉
並
保
育
園
は
計
画
見

直
し
を
求
め
る
約
千
筆
も
の
陳
情
署

名
が
提
出
さ
れ
た
が
保
護
者
の
納
得

を
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

 

２
回
の
説
明
会
で
相
当
理
解
が

深
ま
っ
た
。
丁
寧
に
進
め
て
い
く
。

 

公
立
保
育
園
の
場
合
、
ベ
テ
ラ

ン
・
中
堅
・
新
人
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

配
置
さ
れ
る
が
、
昨
年
開
園
し
た
民

間
保
育
園　

園
中
、
経
験　

年
以
上

１２

２０

の
ベ
テ
ラ
ン
が
い
た
園
は
た
っ
た
２

園
だ
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
、
あ
る
公

立
保
育
園
が
民
営
化
さ
れ
て
２
年
目
、

７
名
の
保
育
士
が
退
職
す
る
異
常
な

事
態
が
発
生
。
園
長
の
長
期
不
在
と

退
職
、
不
適
切
な
保
育
に
よ
る
辞
職

も
含
む
。
区
と
し
て
の
総
括
を
問
う
。

 

体
調
不
良
や
転
居
、
婚
姻
な
ど

様
々
な
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
。

運
営
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
事
業
者

に
適
宜
要
請
す
る
。

 

公
営
住
宅
増
設
を
求
め
る
と
と

も
に
、
せ
め
て
家
賃
助
成
制
度
の
創

設
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

昨
年
、
居
住
支
援
協
議
会
を
設

置
。
公
営
住
宅
な
ど
の
増
設
や
家
賃

補
助
制
度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

問答問答問答

久
我
山
東
原
公
園
の
代
替

地
取
得
は
／
災
害
発
生
時

の
情
報
伝
達
に
つ
い
て

金
子
け
ん
た
ろ
う

（
共
産
）

 

区
は
住
民
に
対
し
「
断
腸
の
思

い
」
と
言
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
答
弁
が
二
転
三
転
し
、
い
ま
だ

久
我
山
東
原
公
園
の
代
替
地
確
保
に

至
っ
て
い
な
い
。
恒
久
的
な
代
替
地

の
取
得
に
向
け
た
こ
の
間
の
経
過
は
。

 

恒
久
的
な
用
地
が
現
時
点
で
は

確
保
さ
れ
て
い
な
い
。

 

昨
年
の　

月　

日
の
総
務
財
政

１１

３０

委
員
会
で
「
用
地
確
保
に
つ
い
て
、

区
に
協
力
し
な
い
で
く
れ
と
言
っ
て

回
っ
て
い
る
人
が
ど
う
も
い
る
」
と

い
う
区
長
発
言
の
真
意
を
問
う
。

 

複
数
の
情
報
に
基
づ
い
た
事
実

を
申
し
上
げ
た
も
の
。

 

い
ま
だ
恒
久
的
な
代
替
地
確
保

が
で
き
て
お
ら
ず
、
議
会
へ
の
説
明

が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
区
と

し
て
ど
う
総
括
し
て
い
る
の
か
。

 

引
き
続
き
代
替
地
確
保
に
向
け

た
努
力
を
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
の

皆
様
や
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
公
園
機
能
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

 

災
害
時
に
は
、
警
察
や
消
防
と

連
携
し
、
区
が
正
し
い
情
報
を
取
捨

選
択
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
が
、
区
の
見
解
は
い
か
が
か
。

 

災
害
対
策
本
部
で
全
体
的
な
整

合
性
や
現
地
を
確
認
し
、
情
報
の
正

確
性
を
確
保
し
て
い
く
。

問答問答問答問答

持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
推
進
に

つ
い
て

山
本
ひ
ろ
こ

（
公
明
）

 

区
が
行
っ
て
い
る
青
少
年
交
流

の
意
義
・
目
的
・
成
果
を
問
う
。

 

互
い
の
国
や
地
域
の
文
化
、
暮

ら
し
を
理
解
し
、
認
め
合
う
こ
と
が

次
世
代
を
担
う
青
少
年
に
と
っ
て
重

要
。
国
内
外
の
交
流
に
よ
り
、
相
互

理
解
の
促
進
、
豊
か
な
人
間
性
の
育

成
と
い
っ
た
目
的
は
着
実
に
達
成
。

 

青
少
年
の
友
情
を
深
め
る
交
流

事
業
の
拡
充
を
求
め
る
。

 

「
友
情
で
結
ば
れ
た
絆
こ
そ
分

断
を
乗
り
越
え
る
基
盤
と
な
り
、
偏

見
や
差
別
を
な
く
す 
楔 
に
な
る
」
と

く
さ
び

の
意
見
に
同
感
。
今
後
も
次
世
代
育

成
基
金
へ
の
賛
同
・
支
援
を
募
り
、

交
流
自
治
体
や
民
間
事
業
者
と
協
働

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
支
え
る
機
会
の
拡
充
に
努
め
る
。

 

学
校
教
育
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

解
促
進
に
つ
い
て
問
う
。

 

持
続
可
能
な
社
会
や
世
界
の
創

り
手
と
な
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・

能
力
を
育
む
各
学
校
の
取
組
を
今
後

と
も
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く
。

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
取
り
入
れ

多
く
の
方
の
行
動
変
容
に
つ
な
が
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
施
策
の
推
進
を
。

 

区
民
・
事
業
者
・
区
の
三
者
が

行
う
べ
き
環
境
配
慮
行
動
指
針
を
含

む
「
環
境
基
本
計
画
」
の
改
定
の
中

で
検
討
を
進
め
る
。

問答問答問答問答

「
多
様
な
生
き
物
」
も

「
あ
ま
み
ず
」
も
大
切
に

す
る
ま
ち
づ
く
り
を奥

田
雅
子

（
平
和
）

 

善
福
寺
川「
水
鳥
の 
棲 
む
水
辺
」

す

創
出
事
業
を
総
括
し
、
今
後
は
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
形
に
捉
わ
れ
ず
、
区
民

と
方
向
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

 

　

年
を
迎
え
る
こ
れ
ま
で
の
取

１０

組
や
成
果
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
効
果
的
な
取
組
に
つ
い
て
区

民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
共
有
で

き
る
方
向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
。

 

区
と
し
て
「
生
物
多
様
性
地
域

戦
略
」
を
策
定
し
、
具
体
的
な
取
組

を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

 

今
年
着
手
す
る
環
境
基
本
計
画

改
定
作
業
の
中
で
、
杉
並
区
に
適
し

た
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

洪
水
を
や
わ
ら
げ
る
「 
治  
水  
蓄 

ち 

す
い 

ち
く

 
雨 
」
を
善
福
寺
川
上
流
域
に
限
定
し

うて
導
入
す
る
な
ど
「 
蓄 
雨
」
を
推
し

※

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

 

総
合
治
水
対
策
の
一
環
と
し
て

の
雨
水
流
出
抑
制
対
策
は
、
河
川
流

域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と

考
え
、
積
極
的
に
事
業
推
進
を
図
る
。

 

あ
ま
み
ず
を
貯
め
て
活
用
す
る

意
識
や
行
動
を
後
押
し
す
る
こ
と
が

区
の
責
務
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

 

雨
水
は
水
害
の
要
因
と
な
る
場

合
も
あ
る
が
、
一
方
で
大
切
な
資
源

で
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
。

啓
発
活
動
に
一
層
努
め
て
い
き
た
い
。

問答問答問答問答

ず
さ
ん
な
地
盤
調
査
で
の

巨
大
校
舎
建
設
中
止
を　
！！

富
田
た
く

（
共
産
）

 

高
円
寺
地
域
の
小
中
学
校
統
廃

合
に
お
け
る
小
中
一
貫
教
育
校
建
設

計
画
に
て
、
昨
年
夏
に
行
わ
れ
た
地

盤
調
査
の
報
告
書
で
大
き
な
間
違
い

が
あ
る
こ
と
が
近
隣
住
民
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
小
中
一
貫
校
新
校
舎

は
地
上
６
階
、
約　

ｍ
の
巨
大
な
高

３０

層
建
築
物
で
あ
る
の
に
対
し
、
地
盤

調
査
で
は
５
階
建
て
以
下
の
中
低
層

建
物
と
し
て
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た

と
い
う
も
の
。
こ
の
指
摘
に
つ
い
て

区
の
認
識
は
。
事
実
だ
と
す
る
と
、

ど
の
様
な
部
分
に
影
響
が
出
る
の
か
。

 

地
盤
調
査
報
告
書
の「
中
低
層
」

と
の
記
載
は
「
高
層
」
の
誤
り
で
、

既
に
修
正
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

地
盤
調
査
に
つ
い
て
は
適
切
に
実
施

し
、
設
計
に
必
要
な
デ
ー
タ
は
得
ら

れ
て
お
り
特
段
の
影
響
は
な
い
。

 

中
低
層
か
高
層
か
の
違
い
は
、

た
だ
の
記
述
ミ
ス
で
済
ま
さ
れ
な
い
。

改
め
て
地
盤
調
査
を
行
い
、
支
持 
杭 くい

等
の
設
計
や
り
直
し
を
求
め
る
。
６

０
０
名
も
の
子
ど
も
達
が
通
う
校
舎

が
、
こ
の
様
な
ず
さ
ん
な
調
査
で
造

ら
れ
て
よ
い
の
か
、
見
解
を
求
め
る
。

 

学
校
の
基
礎
を
安
全
に
設
計
す

る
こ
と
は
、
当
然
重
要
な
こ
と
。
安

全
性
を
確
保
し
た
上
で
、
工
学
的
な

判
断
で
よ
り
合
理
的
で
安
全
な
層
を

杭
の
支
持
基
盤
と
し
た
。

問答問答

※　蓄雨＝雨を留めて生かす考えの造語。集中豪雨対策は「治水蓄雨」に位置づける。
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高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
、

地
域
に
住
み
続
け
ら
れ
る

施
設
の
整
備
を
！

大
槻
城
一

（
公
明
）

 

昨
年
の
本
会
議
の
質
問
で
、
都

営
久
我
山
団
地
の
建
て
替
え
時
に
、

同
地
域
の
高
齢
化
率
を
踏
ま
え
、
高

齢
者
施
設
な
ど
、
地
域
住
民
が
望
む

施
設
の
設
置
を
求
め
た
が
、
経
過
は
。

 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
地
域
の
高

齢
者
が
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
地
域
密
着
型
の
施
設
整
備

を
検
討
し
て
い
る
。
加
え
て
、
障
害

者
施
設
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
中
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
者
へ
の
返

礼
品
と
し
て
、
障
が
い
者
支
援
に
資

す
る
品
物
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
区
の
体
制
を
充
実
し

民
間
事
業
者
の
力
を
活
用
し
て
は
。

 

品
質
向
上
の
た
め
に
は
、
さ
ら

な
る
全
庁
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

が
不
可
欠
。
民
間
事
業
者
と
の
連
携

も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

 

区
は
魅
力
的
な
事
業
を
提
案
し

寄
付
者
が
寄
付
金
の
使
い
道
を
指
定

で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
し
て
は
。

 

寄
付
者
が
応
援
し
た
い
と
思
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 

区
の
総
合
計
画
改
定
時
に
は
、

国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
を
踏
ま
え

検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

 

政
府
も
同
目
標
の
反
映
を
奨
励
。

区
も
次
回
改
定
時
に
対
応
し
て
い
く
。

問答問答問答問答

違
法
な
行
政
処
分
の
取
消

し　

な
ぜ
、
議
会
に
報
告

が
な
い
の
か

堀
部
や
す
し

（
無
）

 

区
の
保
育
所
等
利
用
調
整
処
分

が
行
政
手
続
法
８
条
１
項
に
反
す
る

違
法
な
処
分
で
あ
っ
た
と
し
て
取
り

消
さ
れ
て
い
る
。
区
民
の
審
査
請
求

（
不
服
申
立
て
）
を
受
け
た
裁
決
で

取
り
消
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

昨
年　

月
の
結
果
通
知
か
ら
改

１１

善
を
図
っ
た
。
審
査
請
求
人
に
対
し

て
も
、
改
善
し
た
内
容
に
よ
る
通
知

書
を
再
送
付
し
た
。

 

違
法
取
消
し
と
い
っ
た
重
要
な

情
報
が
、
な
ぜ
区
の
中
で
共
有
さ
れ

て
い
な
い
の
か
。
た
ま
た
ま
総
務
省

の
行
政
不
服
審
査
裁
決
・
答
申
検
索

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
確
認
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
偶
然
に
区
の
違
法
事
例
を
発

見
し
た
。
違
法
取
消
し
事
例
は
、
今

後
、
議
会
に
も
報
告
を
求
め
る
。

 

裁
決
に
よ
り
行
政
処
分
を
取
り

消
し
た
場
合
の
議
会
へ
の
報
告
は
、

そ
の
内
容
な
ど
を
検
討
し
た
上
で
判

断
し
て
い
き
た
い
。

 

都
は
４
万
件
の
公
共
デ
ー
タ
を

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
す
る
目
標
を
掲

げ
た
。
都
だ
け
が
取
り
組
ん
で
も
価

値
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
、
区
で
も

取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

 

公
開
対
象
情
報
を
増
や
す
と
と

も
に
、
都
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
サ
イ

ト
と
の
相
互
連
携
を
予
定
し
て
い
る
。

問答問答問答

杉並区議会情報公開条例第２２条に基づき、平成２８年１月～１２月の運用状況をお知らせします。区議会情報公開の運用状況
情報公開請求件数　１８件

請求内容決定日件数決定状況
渋谷区議会事務局から杉並区議会事務局への調査事項と回答全て（平成１９年〜）平成２８年１月２５日

８件公　　開

平成２７年度政務活動費調査検討委員会で検討した結果がわかる文書平成２８年３月４日
第２回定例区議会文教委員会の音声記録平成２８年６月２８日
平成２８年予算特別委員会請求資料一覧リスト平成２８年７月１４日
平成２６年度政務活動費の精算に伴う財務会計書類一式平成２８年８月１９日
平成２７年決算特別委員会資料請求書の全て等平成２８年８月２４日
平成２８年決算特別委員会請求資料一覧平成２８年１０月１３日
政務活動費の使途基準等について（所属する政党発行の新聞の購入費、ガソリンの按分率）、変わった経過がわかる全ての文書等平成２８年１２月９日
平成２７年度４月分政務活動費領収書等証拠書類一式平成２８年３月４日

９件一部公開

杉並区議会議員の政務調査費及び政務活動費の住民監査請求に関して議員が議長に提出した書面（過去５年分）平成２８年４月１２日
議員の死去に伴う同議員の期末手当の支給手続に関する全ての文書等平成２８年５月１３日
平成２６年度議員の政務活動費の住民監査請求に関し、政務活動費に関する条例１１条に基づき、議長が議員に対し、調査した経過のわか
るもの及び書面等平成２８年６月２３日

平成２６年度杉並区議会議員の政務活動費の住民監査請求に関し、政務活動費に関する条例１１条に基づき、議長が区議に対し、調査した
経過のわかるもの及び書面等平成２８年７月８日

平成２８年第１回定例区議会の予算特別委員会において、委員、議員から請求のあった資料の全て
委員会における資料の取り扱いを定めた文書の全て等平成２８年７月２１日

平成２７年度分政務活動費領収書等証拠書類一式平成２８年８月２日
平成２７年決算特別委員会資料請求一覧等平成２８年８月４日
会派の政務活動費（領収書）に関する全て（平成２３〜２７年度）平成２８年１１月１８日
政務活動費に関する条例の議長の調査権に基づき、議員が平成１５、１６、１８〜２０年度に政務調査費で購入した備品の所在地、使用状況の
調査結果平成２８年１月７日１件非公開

　定例会は５月３０日（火）から開催予定です。
　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。
当日、区議会事務局（区役所中棟３階）へお越
しください。
　本会議はライブ中継・録画中継も行っていま
す。パソコンだけでなく、スマートフォンから
もご覧になれますので、どうぞご利用ください。

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

　

第
一
に
、
昨
年
、
区
政
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
を
踏
ま
え
、
長
期
最
適
・
全
体
最
適
の
視

点
を
も
っ
て
改
定
し
た
実
行
計
画
、
協
働
推
進

計
画
及
び
行
財
政
改
革
推
進
計
画
の
取
組
に
要

す
る
経
費
を
確
実
に
予
算
に
反
映
さ
せ
た
。
平

成　

年
度
は
改
定
し
た
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年

２９
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
総
合
計
画　

年
の
計
画

１０

期
間
後
半
に
突
入
す
る
重
要
な
年
。
最
終
目
標

の
基
本
構
想
に
掲
げ
る
将
来
像
の
実
現
を
図
る

た
め
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
施
策
を
推
進
す
る

た
め
の
実
行
計
画
事
業
等
を
確
実
に
予
算
化
し

た
。

　

第
二
に
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
図
る
た

め
に
、
財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
努
め
た
。
一

段
と
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、
区
民
の
将

来
に
わ
た
る
安
全
、
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、

未
就
学
児
童
の
増
加
等
に
伴
う
さ
ら
な
る
保
育

定
員
の
確
保
や
老
朽
化
が
進
む
施
設
の
改
築
・

改
修
等
、
今
な
す
べ
き
こ
と
に
対
し
て
は
予
算

措
置
を
行
う
一
方
、
行
財
政
改
革
推
進
計
画
の

取
組
に
よ
る
歳
出
削
減
を
徹
底
し
、
財
政
の
健

全
性
を
確
保
し
た
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

　

第
三
に
、
時
代
の
先
を
見
据
え
て　

年
ビ
ジ

１０

ョ
ン
の
加
速
化
を
図
る
た
め
に
「
首
都
直
下
地

震
等
に
備
え
た
減
災
・
防
災
対
策
の
推
進
」、

「
将
来
に
わ
た
る
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た
環

境
整
備
と
魅
力
発
信
」、「
豊
か
な
み
ど
り
と
持

続
可
能
な
環
境
を
次
世
代
に
継
承
」、「
超
高
齢

社
会
の
進
展
を
見
据
え
た
健
康
づ
く
り
と
福
祉

の
充
実
」、「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
教
育
・
支
援
の
拡
充
」
の
５
つ
の
視
点
に
意

を
用
い
て
予
算
を
編
成
し
た
。

平
成　

年
度
予
算
の
概
要

２９

　

一
般
会
計
は
、
１
７
８
０
億
５
０
０
０
万
円
、

前
年
度
比　

億
７
６
０
０
万
円
、
３
・
５
％
の

６０

増
。

　

特
別
会
計
の
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
は
前

年
度
比
１
・
１
％
の
減
。
用
地
会
計
は
昨
年
取

得
し
た
用
地
の
補
償
金
の
２
割
相
当
分
を
計
上

す
る
と
と
も
に
公
共
用
地
先
行
取
得
等
事
業
債

に
対
す
る
特
別
区
債
利
子
を
計
上
。
介
護
保
険

事
業
会
計
は
５
・
６
％
の
増
。
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
会
計
は
２
・
５
％
の
増
。
中
小
企
業
勤

労
者
福
祉
事
業
会
計
は　

・
７
％
の
減
を
見
込

１１

ん
で
い
る
。

区
長
の
予
算
編
成
方
針

第２回定例会を
傍聴しませんか
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我
が
会
派
は
予
算
審
議
に
あ
た
り
、

①
基
本
構
想
実
現
に
向
け
た
内
容
か

②
区
民
の 
喫  
緊 
の
課
題
を
的
確
に
く

き
っ 
き
ん

み
取
り
、
そ
れ
に
応
え
る
予
算
か
③

区
民
の
自
立
を
支
え
、
自
助
・
共
助

を
促
す
内
容
か
④
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
未
来
の
子
供
た
ち
が
夢
を

持
て
る
内
容
か
⑤
国
や
都
と
連
携
し

な
が
ら
持
続
可
能
で
健
全
な
財
政
運

営
か
⑥
長
期
最
適
・
全
体
最
適
の
視

点
か
ら
妥
当
な
予
算
か
、
と
の
視
点

で
、
質
疑
を
重
ね
審
議
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
度
一
般
会

２９

計
予
算
案
、
各
特
別
会
計
予
算
案
、

関
連
諸
議
案
の
全
て
に
賛
成
す
る
。

厳
し
い
数
字
な
が
ら
、
健
全
と
判
断

　

財
政
健
全
化
に
つ
い
て
、
区
債
残

高
が
約
９
％
増
、
基
金
の
約　

％
を

１５

取
り
崩
す
見
込
み
と
の
状
況
は
大
き

な
危
惧
を
感
じ
る
も
の
の
、
さ
ら
な

る
保
育
定
員
確
保
や
老
朽
施
設
の
改

修
・
改
築
な
ど
先
送
り
で
き
な
い
施

策
へ
対
応
す
る
た
め
、
ま
た
、　

年
１０

ビ
ジ
ョ
ン
を
力
強
く
推
し
進
め
て
い

く
た
め
と
い
う
理
解
に
お
い
て
、
健

全
と
判
断
。
た
だ
し
今
後
、
基
金
の

新
た
な
積
立
方
針
の
策
定
や
区
債
の

償
還
年
数
な
ど
の
見
直
し
に
早
急
に

取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

　

行
財
政
改
革
は
、
さ
ら
な
る
コ
ス

ト
意
識
の
浸
透
と
区
有
財
産
の
有
効

活
用
、
収
益
力
強
化
の
視
点
で
、
強

力
に
推
進
す
る
よ
う
求
め
る
。

５
つ
の
個
別
施
策
に
対
し
て

　

個
別
施
策
の
「
首
都
直
下
地
震
等

に
備
え
た
減
災
・
防
災
対
策
の
推
進
」

に
関
し
て
、
糸
魚
川
大
火
を
教
訓
と

し
た
地
域
防
災
力
の
再
点
検
と
災
害

時
避
難
路
の
確
保
、
住
宅
火
災
警
報

器
の
更
新
の
注
意
喚
起
へ
の
充
実
を

求
め
る
。

　
「
将
来
に
わ
た
る
に
ぎ
わ
い
創
出

に
向
け
た
環
境
整
備
と
魅
力
発
信
」

に
関
し
、 
ガ 
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ

※
１

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
共
感
に
重
点
を

置
い
た
寄
附
受
け
入
れ
施
策
の
設
置

を
求
め
る
。

　
「
豊
か
な
み
ど
り
と
持
続
可
能
な

環
境
を
次
世
代
に
継
承
」
に
関
し
、

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
や
一
括
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
実
施
な
ど
公
園
や
施

設
が
自
ら
収
益
力
を
身
に
つ
け
る
べ

く
、
公
民
連
携
で
取
り
組
む
よ
う
求

め
る
。

　
「
超
高
齢
社
会
の
進
展
を
見
据
え

た
健
康
づ
く
り
と
福
祉
の
充
実
」
に

関
し
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
協
議

会
へ
の
参
加
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
取
組

を
高
く
評
価
。
ス
マ
ー
ト
プ
ラ
チ
ナ

社
会
の
到
来
を
見
据
え
、
健
康
寿
命

延
伸
に
向
け
た
具
体
的
取
組
へ
と
着

実
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。
先

駆
的
な
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
の
取
組

を
通
じ
、 
フ 
レ
イ
ル
の
理
解
を
全
て

※
２

の
区
民
に
広
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
教
育
・
支
援
の
拡
充
」
に
関
し
、

認
可
保
育
所
を
核
と
し
た
保
育
所
整

備
に
は
一
定
の
評
価
。
地
域
偏
在
や

保
育
士
確
保
な
ど
課
題
の
解
消
に
機

敏
な
対
応
を
求
め
る
。

　予算特別委員会の最終日に、審査してきた
予算案について、会派の代表から賛否の意見
の発表がありました。
　その要旨をお知らせします。なお、次の会
派からも意見の発表がありました。

　杉並わくわく会議　　共に生きる杉並　
　美しい杉並　　　　　無所属　
　無所属（木村）

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算案案案案案案案案案案ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいい平成２９年度予算案についててててててててててて

大泉やすまさ委員
　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
案
、

２９

各
特
別
会
計
予
算
案
並
び
に
関
連
諸

議
案
の
審
査
に
あ
た
り
①
基
本
構
想

実
現
の
た
め
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た

施
策
が
実
行
計
画
に
確
実
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
②
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
図
る
た
め
財
政
の
健
全
性
の
確

保
が
図
ら
れ
て
い
る
か
③
区
民
の
声

を
反
映
し
区
民
福
祉
の
向
上
が
図
ら

れ
た
か
の
視
点
で
慎
重
に
審
査
し
た

結
果
、
全
て
の
予
算
に
賛
成
す
る
。

基
本
構
想
実
現
に
向
け
、
歳
入
確
保

を
評
価

　

以
下
、
会
派
の
要
望
を
含
め
意
見

を
述
べ
る
。
ま
ず
、
区
の
歳
入
の
根

幹
を
成
す
特
別
区
民
税
の
安
定
的
な

収
入
確
保
を
目
指
し
て
、
口
座
振
替

勧
奨
の
強
化
や
特
別
徴
収
の
推
進
を

図
り
、
滞
納
整
理
の
仕
組
み
が
図
ら

れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

歳
出
に
関
し
、
今
後
も
必
要
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
・
持
続
的
に

提
供
し
て
い
く
た
め
総
合
計
画
の
改

定
の
際
に
は
、
新
た
な
財
政
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
体
制
を
構
築
で
き
る
よ
う
、

検
討
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
寄
付
金
の
使
い

道
が
指
定
で
き
る
こ
と
で
多
く
の
寄

付
者
の
賛
同
を
得
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
区
民
が
共
感
で
き
る
杉
並
ら

し
い
事
業
の
提
案
を
期
待
す
る
。

　

電
子
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
な
ど
を
活

用
し
た
「
在
宅
医
療
需
要
・
供
給
等

の
分
析
」
の
実
施
は
、
２
０
２
５
年

の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に

お
い
て
大
変
重
要
な
取
組
。
最
新
の

技
術
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
分
析
に
基

づ
く
効
果
的
な
政
策
立
案
に
つ
な
げ

て
も
ら
い
た
い
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
施
策
が
多
く
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
区
の
情
報
化
政

策
の
全
体
像
が
不
明
確
。
行
財
政
改

革
、
区
民
福
祉
の
向
上
か
ら
も
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
は
不
可
欠
。
時
代
の
流
れ

を
読
み
取
り
な
が
ら
質
の
高
い
情
報

化
政
策
の
推
進
を
強
く
要
望
す
る
。

弱
者
目
線
の
災
害
へ
の
備
え
を
確
認

　

女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
始

め
、
会
派
が
要
望
し
て
き
た
簡
易
水

道
消
火
器
具
の
設
置
を
評
価
す
る
。

　

永
福
南
小
学
校
跡
地
利
用
の
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
に
関
し
、
砂
遊
び

は
子
ど
も
の
感
覚
や
身
体
の
動
き
、

創
造
性
、
社
会
性
を
育
む
。
勇
気
と

自
信
を
持
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
。

　

待
機
児
童
解
消
の
取
組
に
つ
い
て
、

　

年
度
も
保
育
士
確
保
と
質
の
向
上

２９に
努
め
、
保
育
園
偏
在
解
消
に
一
層

努
め
て
ほ
し
い
。
わ
が
党
が
推
進
し

て
き
た
年
金
受
給
資
格
が　

年
に
短

１０

縮
し
、
区
で
も
２
０
０
０
名
近
く
が

対
象
に
な
る
。
ひ
と
り
も
漏
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
。

　

食
品
ロ
ス
対
策
で
は
「
杉
並
も
っ

た
い
な
い
運
動
」
を
は
じ
め
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
が
実
現
で
き
た
こ
と
を
高

く
評
価
す
る
。

　

格
差
や
貧
困
の
問
題
が
国
民
生
活

に
深
刻
な
影
を
落
と
し
つ
つ
あ
る
。

区
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
声
な
き
声

も
受
け
止
め
ら
れ
る
区
政
運
営
を
求

め
る
。

横山えみ委員
　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
、
各

２９

特
別
会
計
予
算
並
び
に
関
連
諸
議
案

に
賛
成
の
立
場
で
意
見
を
述
べ
る
。

歳
入
増
の
要
因
は
引
き
続
き
研
究

　

ま
ず
歳
入
に
つ
い
て
、
一
つ
は
、

特
別
区
民
税
が
約　

億
円
増
加
し
て

１２

い
る
。
増
加
の
最
大
の
要
因
は
人
口

増
加
に
起
因
す
る
納
税
義
務
者
の
増

加
と
わ
か
っ
た
。
た
だ
し
、
増
税
に

よ
る
増
加
額
や
景
気
の
動
向
に
よ
る

増
減
、
ま
た
社
会
階
層
の
ど
の
レ
ベ

ル
が
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て

は
疑
問
が
残
り
、
そ
れ
ら
の
点
を
今

後
研
究
し
た
い
。

　

二
つ
目
は
、
特
別
区
財
政
調
整
交

付
金
に
関
し
て
。
普
通
交
付
金
３
７

０
億
円
、
特
別
交
付
金　

億
円
、
合

１２

計
３
８
２
億
円
。　

年
度
に
比
べ
て

２８

５
億
円
、
１
・
３
％
の
減
少
。
そ
も

そ
も
私
は
都
区
制
度
に
お
け
る
財
政

調
整
そ
の
も
の
に
漠
然
た
る
不
信
を

持
っ
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
プ
ラ
ス

１
０
０
億
円
あ
っ
て
も
良
い
と
考
え

て
い
る
。
機
会
を
み
て
研
究
す
る
。

計
画
の
実
施
は
丁
寧
、
着
実
に

　

次
に
歳
出
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

平
成　

年
度
の
杉
並
区
の
最
大
の

２８

問
題
は
保
育
園
だ
っ
た
。
田
中
区
長

は「
す
ぎ
な
み
保
育
緊
急
事
態
宣
言
」

を
行
い
、
２
２
０
０
人
の
定
員
増
を

打
ち
出
し
た
。
予
算
特
別
委
員
会
の

審
議
で
、
達
成
で
き
そ
う
と
の
見
込

み
を
聞
き
安
堵
し
た
。
平
成　

年
度

２９

の
１
０
０
０
人
程
度
の
増
員
を
図
る

計
画
も
着
実
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　

杉
並
第
一
小
学
校
の
建
て
替
え
計

画
は
、
具
体
的
に
動
き
出
す
矢
先
、

近
隣
病
院
の
移
転
建
て
替
え
が
突
然

持
ち
上
が
っ
た
。
予
算
特
別
委
員
会

の
審
議
を
通
じ
て
議
論
の
整
理
が
で

き
た
が
、
慌
て
ず
慎
重
に
進
め
て
も

ら
い
た
い
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
て
は
、
私

ど
も
も
知
恵
を
出
し
て
い
き
た
い
。

　

と
り
わ
け
以
下
８
つ
の
施
策
に
つ

い
て
、
意
見
を
述
べ
る
。

①
居
住
支
援
協
議
会
で
実
の
あ
る
結

果
を
出
し
、
障
害
者
の
住
ま
い
を
確

保
し
て
も
ら
い
た
い
。

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
１
０
０
０

床
増
加
計
画
は
審
議
を
通
じ
て
、
着

実
な
進
行
が
認
め
ら
れ
た
。

③　

歳
以
上
を
対
象
に
し
た
福
祉
施

５５
設
へ
の
就
労
支
援
開
始
に
期
待
す
る
。

④
高
齢
者
の
健
康
保
持
の
た
め
、
口

腔
ケ
ア
の
充
実
、
在
宅
医
療
の
充
実
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
在
宅
生
活
の
支

援
な
ど
が
確
実
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
。

⑤（
仮
称
） 荻  
外  
荘 
の
復
原
は
貴
重
な

て
き 
が
い 
そ
う

歴
史
の
ひ
と
こ
ま
で
あ
り
喜
ば
し
い
。

⑥
公
園
は
都
立
公
園
に
も
目
配
り
し
、

都
と
連
絡
を
密
に
す
る
よ
う
求
め
る
。

⑦
精
神
障
害
者
へ
の
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
制
度
が
実
現
し
そ
う
だ
が
、

精
神
障
害
の
理
解
に
つ
い
て
、
区
民

へ
の
啓
発
を
望
む
。

⑧
中
央
図
書
館
の
改
修
は
、
建
築
総

額
の
予
算
を
踏
ま
え
、
専
門
家
と
相

談
し
、
区
民
意
見
を
大
切
に
し
な
が

ら
基
本
設
計
の
準
備
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
。

太田哲二委員

将
来
を
見
据
え
た
課
題
解
決
と
持
続
可
能
な

将
来
を
見
据
え
た
課
題
解
決
と
持
続
可
能
な
健健

康
長
寿
社
会
の
実
現
を

康
長
寿
社
会
の
実
現
を
！！

杉
並
区
議
会
自
由
民
主
党

区
民
の
声
な
き
声
を
受
け
止
め
、
希
望
の
ゆ

区
民
の
声
な
き
声
を
受
け
止
め
、
希
望
の
ゆ
きき

わ
た
る
杉
並

わ
た
る
杉
並
へへ

杉
並
区
議
会
公
明
党

新
年
度
も
保
育
園
１
０
０
０
人
増
を
／
特
養

新
年
度
も
保
育
園
１
０
０
０
人
増
を
／
特
養
１１

０
０
０
床
に
目

０
０
０
床
に
目
処処

区
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
み
ら
い

※１　ガバメントクラウドファンディング＝自治体が特定の目的のために、インターネット上で広く呼びかけて資金を募る方法
※２　フレイル＝年齢に伴って、筋力や心身の活力が低下している状態
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医
療
・
介
護
の
負
担
増
、
年
金
削

減
な
ど
、
区
民
の
負
担
増
は
深
刻
で

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

我
が
党
区
議
団
は
、
住
民
の
福
祉
や

く
ら
し
を
守
る
自
治
体
の
役
割
を
強

く
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
立
場
か
ら
質
疑
に
臨
ん
だ
。

保
険
料
は
引
き
下
げ
を

　

と
り
わ
け
国
民
健
康
保
険
料
の
負

担
は
区
民
の
く
ら
し
に
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
。「
国
保
料
が
高
く
て
払

え
な
い
」
と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
区
は
、
区
民
の
く
ら
し

を
圧
迫
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
識
を

示
さ
ず
、
値
上
げ
は
必
要
と
す
る
姿

勢
に
終
始
。
介
護
の
問
題
で
は
、
介

護
報
酬
引
き
下
げ
の
影
響
は
深
刻
で

あ
り
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会
に
お

い
て
も
切
実
な
声
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

国
に
対
し
現
場
の
深
刻
な
現
状
を

伝
え
、
こ
れ
ま
で
の
介
護
報
酬
引
き

下
げ
の
見
直
し
や
介
護
報
酬
引
き
下

げ
の
影
響
を
緩
和
す
べ
く
区
独
自
に

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
検
討
す

る
こ
と
。
ま
た
消
費
税
増
税
分
を
介

護
保
険
料
や
国
民
健
康
保
険
料
の
引

き
下
げ
に
あ
て
る
な
ど
区
民
負
担
の

軽
減
に
活
用
す
べ
き
と
求
め
る
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
緊
急
対
応
を

　

す
ぎ
な
み
保
育
緊
急
事
態
宣
言
に

基
づ
く
緊
急
対
策
に
つ
い
て
、
保
育

所
用
地
と
し
て
活
用
可
能
な
場
所
も

あ
る
一
方
、
利
用
頻
度
が
高
い
公
園

の
保
育
所
転
用
を
強
行
す
る
な
ど
、

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の「
要
」

が
奪
わ
れ
る
事
態
を
発
生
さ
せ
た
。

区
が
、
地
域
住
民
と
膝
詰
め
で
協
議

す
る
姿
勢
を
持
た
ず
、
計
画
強
行
し

た
こ
と
は
区
政
史
上
、
重
大
な
禍
根

を
残
し
た
。

　

本
年
４
月
時
点
で
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
実
現
出
来
な
い
場
合
、
緊
急
の
定

員
確
保
な
ど
の
対
応
を
求
め
た
が
、

区
は
既
存
計
画
内
で
の
対
応
に
留
ま

る
姿
勢
で
あ
る
。
待
機
児
童
ゼ
ロ
を

実
現
で
き
る
か
ど
う
か
見
通
し
が
定

ま
ら
な
い
な
か
、
区
自
ら
「
待
機
児

童
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
」
と
明
言
し
て

い
る
以
上
、
緊
急
対
応
を
検
討
す
る

よ
う
求
め
る
。

　

区
民
・
議
会
軽
視
の
区
政
運
営
も

大
変
問
題
で
あ
る
。
高
円
寺
小
中
一

貫
校
建
設
に
お
け
る 
杭 
打
ち
の
問
題

く
い

は
、
議
会
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
を

欠
い
た
議
決
が
行
わ
れ
た
実
態
が
あ

っ
た
。
予
算
公
表
を
議
会
公
表
前
に

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
な
ど
、

議
会
軽
視
と
も
と
れ
る
問
題
が
噴
出

し
て
い
る
。
杉
並
保
育
園
民
営
化
の

保
護
者
説
明
会
で
の
「
計
画
関
係
と

い
う
の
は
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入

り
す
ぎ
て
し
ま
う
と
も
の
が
進
ま
な

く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
発
言
は

重
大
。
議
事
録
の
改
ざ
ん
を
公
然
と

宣
言
す
る
よ
う
な
答
弁
も
あ
り
到
底

認
め
ら
れ
る
姿
勢
で
は
な
い
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
２
０
１
７
年

度
一
般
会
計
予
算
お
よ
び
４
特
別
会

計
（
国
民
健
康
保
険
事
業
・
用
地
・

介
護
保
険
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
）
予
算
に
反
対
す
る
。

区
民
の
負
担
増
は
深
刻

悪
政
か
ら
の
「
防

区
民
の
負
担
増
は
深
刻　

悪
政
か
ら
の
「
防
波波

堤
」
と
な
り
負
担
軽
減

堤
」
と
な
り
負
担
軽
減
をを

本
当
の
意
味
で
の
先
を
見
据
え
た
財
政
運
営

本
当
の
意
味
で
の
先
を
見
据
え
た
財
政
運
営
をを

求
め
求
め
るる

区
の
保
育
園
待
機
児
童
や
特
養
待
機
者
を
解

区
の
保
育
園
待
機
児
童
や
特
養
待
機
者
を
解
消消

す
る
取
組
を
評

す
る
取
組
を
評
価価

金子けんたろう委員

日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団

い
の
ち
・
平
和
ク
ラ
ブ

自
民
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

　

２
０
１
７
年
度
杉
並
区
の
予
算
案

に
対
し
て
主
な
賛
成
理
由
、
評
価
す

る
点
、
要
望
・
意
見
な
ど
を
述
べ
る
。

①
自
治
体
の
役
割
は
福
祉
の
増
進
に

あ
る
と
し
、
財
政
指
標
の
数
字
を
達

成
す
る
よ
り
も
区
民
福
祉
を
優
先
さ

せ
る
財
政
運
営
を
評
価
。

②
保
育
園
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
て

本
気
で
取
り
組
む
姿
勢
を
評
価
。
今

後
は
用
地
確
保
の
際
な
ど
に
周
辺
住

民
へ
の
よ
り
一
層
丁
寧
な
説
明
や
話

し
合
い
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
。

③
超
高
齢
社
会
の
到
来
を
見
据
え
た

福
祉
政
策
、
中
で
も
区
内
外
で
の
特

養
ホ
ー
ム
待
機
者
解
消
へ
の
取
組
に

つ
い
て
。
区
内
で
は
小
学
校
跡
地
や

国
有
地
な
ど
の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、

区
外
の
南
伊
豆
町
な
ど
と
の
自
治
体

間
連
携
は
都
心
部
の
特
養
待
機
者
の

解
消
と
、
受
け
入
れ
地
で
の
雇
用
創

出
・
消
費
の
拡
大
も
見
込
ま
れ
る
優

れ
た
施
策
で
あ
る
と
評
価
。

子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
、
区
立
施

設
再
編
な
ど

④
会
派
が
求
め
た
子
ど
も
の
貧
困
実

態
調
査
を
実
施
す
る
と
の
答
弁
を
評

価
。
丁
寧
な
調
査
・
分
析
を
求
め
る
。

⑤
住
宅
確
保
要
配
慮
者
が
円
滑
に
住

ま
い
を
確
保
で
き
る
仕
組
み
と
し
て

居
住
支
援
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
こ

と
を
評
価
。
今
後
は
空
家
・
空
き
室

な
ど
を
活
用
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の

支
援
体
制
の
構
築
を
求
め
る
。

⑥
区
立
施
設
再
編
整
備
計
画
へ
の
意

見
。
施
設
建
物
が
築　

年
を
超
え
、

５０

今
後
一
斉
に
建
て
替
え
時
期
を
迎
え

る
状
況
で
、
施
設
の
再
編
は
不
可
避

だ
が
、
児
童
館
機
能
の
継
承
と
拡
充

を
求
め
る
。

⑦
従
来
の
杉
並
第
一
小
学
校
の
複
合

化
・
建
て
替
え
計
画
と
は
別
に
、
急

き
ょ
浮
上
し
た
近
隣
病
院
の
移
転
建

て
替
え
計
画
に
伴
っ
て
杉
一
小
を
病

院
跡
地
に
建
て
替
え
る
案
が
浮
上
。

教
育
環
境
を
考
え
れ
ば
賛
成
で
き
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
建
て
替
え
計
画
は

保
護
者
や
学
校
関
係
者
と
の
懇
談
会

で
話
し
合
わ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

子
ど
も
の
教
育
環
境
を
第
一
に
保
護

者
や
地
域
の
懸
念
、
要
望
を
踏
ま
え

た
丁
寧
な
合
意
形
成
を
求
め
る
。

業
務
の
委
託
化
に
懸
念

⑧
現
業
職
や
窓
口
業
務
の
委
託
化
に

つ
い
て
、
我
が
会
派
は
反
対
の
立
場

を
表
明
し
て
き
た
。
介
護
・
国
保
に

続
き
、
課
税
課
の
窓
口
業
務
の
委
託

化
も
示
さ
れ
た
が
、
個
人
情
報
流
出

事
故
が
絶
え
な
い
現
状
下
で
は
不
安

を
拭
い
切
れ
な
い
。
加
え
て
学
校
の

用
務
・
警
備
・
給
食
業
務
な
ど
の
委

託
化
は
、
非
正
規
雇
用
の
拡
大
や
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
な
ど
懸
念
が
あ

り
、
見
直
す
よ
う
求
め
る
。

⑨
私
立
保
育
園
に
し
か
国
・
都
か
ら

の
補
助
金
が
出
な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
設
す
る
保
育
園
が
私
立
に
な

る
こ
と
は
止
む
を
得
な
い
と
し
て
も

保
育
の
質
を
守
る
に
は
区
立
保
育
園

の
維
持
が
欠
か
せ
な
い
。
建
て
替
え

に
伴
う
安
易
な
民
営
化
は
控
え
る
べ

き
。
保
育
の
質
を
守
る
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
求
め
る
。

　

私
た
ち
会
派
は
、
平
成　

年
度
予

２９

算
が
本
当
に
時
代
の
先
を
見
据
え
た

形
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
財
政
・
行

財
政
改
革
・
区
長
の
区
政
運
営
に
取

り
組
む
姿
勢
の
大
き
く
３
つ
の
視
点

か
ら
評
価
を
し
た
。

「
先
を
見
据
え
た
予
算
」
と
は
評
価

し
難
い

　

ま
ず
財
政
面
を
み
る
と
、
大
規
模

施
設
の
改
築
経
費
増
な
ど
で　

億
５

５０

８
２
０
万
円
の
区
債
発
行
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
区
債
発
行
に
つ
い
て
は

慎
重
に
対
応
す
る
よ
う
求
め
て
き
た

が
、
区
の
区
債
残
高
は
年
々
増
加
し
、

　

区
平
均
を
上
回
る
勢
い
で
あ
る
。

２３一
方
で
財
政
調
整
基
金
か
ら　

億
円

４６

と
い
う
多
額
の
取
り
崩
し
を
行
う
こ

と
は
、
基
金
の
積
み
上
げ
目
標
に
多

大
な
影
響
を
与
え
、
区
債
と
基
金
の

バ
ラ
ン
ス
も
悪
化
す
る
。
規
律
あ
る

財
政
運
営
の
た
め
に
は
、
長
期
的
な

視
点
を
も
っ
た
財
政
計
画
を
作
る
べ

き
で
あ
る
。

　

次
に
、
行
財
政
改
革
を
み
る
と
、

財
政
効
果
見
込
額
は
田
中
区
政
が
始

ま
っ
て
以
来
最
低
の
約
５
億
２
７
０

０
万
円
、
職
員
削
減
見
込
数
は　

人
１０

で
到
底
積
極
的
と
は
い
え
な
い
。
年

々
高
ま
る
行
政
需
要
を
自
治
体
が
ど

こ
ま
で
担
う
べ
き
か
、
施
策
ご
と
に

常
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

三
点
目
の
区
長
の
区
政
運
営
に
取

り
組
む
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
例
に
と
る
。
区
は
昨
年
６

月
に「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
検
討
会
」

を
立
ち
上
げ
、
返
礼
品
に
つ
い
て
検

討
を
開
始
す
る
な
ど
計
画
は
順
調
に

進
ん
で
い
た
が
、
今
年
１
月
、
区
長

が
突
然
そ
の
計
画
を
中
止
し
た
。
制

度
導
入
に
向
け
入
念
に
取
り
組
ん
で

き
た
区
職
員
の 
梯  
子 
を
外
し
、
さ
ら

は
し 
ご

に
は
返
礼
品
に
関
わ
る
事
業
者
な
ど

様
々
な
方
に
配
慮
を
欠
い
た
区
政
経

営
の
姿
勢
を
問
題
視
す
る
。

　

以
上
、
財
政
面
の
不
安
、
行
革
の

甘
さ
、
区
長
の
区
政
運
営
に
対
す
る

緊
張
感
の
な
い
取
組
姿
勢
と
い
う
点

か
ら
「
先
を
見
据
え
た
予
算
」
と
は

評
価
し
難
く
、
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て
は
反
対
と
す
る
。
特
に
財
政
面

で
は
、
今
後
財
政
悪
化
が
懸
念
さ
れ

る
予
算
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

対
処
療
法
で
は
な
く
長
期
計
画
を

　

以
下
、
個
別
の
施
策
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
る
。
は
じ
め
に
保
育
施
策

に
つ
い
て
は
対
処
療
法
的
で
は
な
く

計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
、
地
域
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
認
可
保
育
所
整

備
・
計
画
策
定
を
望
む
。
ま
た
受
益

者
負
担
の
観
点
か
ら
保
育
料
の
適
正

化
が
急
務
。
さ
ら
に
保
育
園
民
間
委

託
に
つ
い
て
、
長
期
プ
ラ
ン
策
定
を

要
望
す
る
。

　

杉
並
第
一
小
学
校
等
複
合
化
施
設

整
備
の
検
討
は
、
住
民
や
学
校
関
係

者
な
ど
が
正
し
く
判
断
で
き
る
検
討

材
料
を
方
針
決
定
ま
で
に
提
示
す
る

よ
う
求
め
る
。
ま
た
子
供
た
ち
の
良

好
な
教
育
環
境
を
確
保
し
整
備
す
る

責
務
を
担
う
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

主
体
性
を
も
っ
て
あ
り
方
を
検
討
す

る
よ
う
求
め
る
。

川野たかあき委員

小林ゆみ委員

　区長から提案された予算案等を審査するため、全ての議員による予算特別委員会（委員長：
浅井くにお委員、副委員長：北明範委員）を設置しました。３月３日～１５日までの１３日間で、
項目ごとに説明や質疑が行われ、予算がどのように使われるのかを審査しました。

「予算特別委員会」で
平成２９年度予算案を審議しました！

何に使う？ どうして必要？

予算特別委員会の様子

予算特別委員会の全部の様子は、区議会ホームページの動画コーナーでご覧になれます。
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  常任委員会 
◇総務財政委員会
【開会日】２９年２月２４日
【議案審査】第１〜６、１５〜１７号
【所管事項調査】
（１）杉並第一小学校等複合施設整備の検討状況と今後の進め方について
（２）（仮称）永福三丁目複合施設の整備方針等について
　　　ほか５件
【開会日】２９年３月１５日
【議案審査】第３１号
【開会日】２９年４月１７日
【付託事項審査】陳情審査
【所管事項調査】
（１）「杉並区と大塚製薬株式会社との連携と協働に関する包括協定」の締結について
（２）杉並第一小学校等施設整備方針（案）の策定と今後の取組について

◇区民生活委員会
【開会日】２９年２月２０日
【議案審査】第２１号
【所管事項調査】
（１）男女共同参画に関する意識と生活実態調査について
（２）協働提案制度の今後の取組について　　ほか１件

◇保健福祉委員会
【開会日】２９年２月２１日
【議案審査】第７〜９、１８〜２０号
【付託事項審査】陳情審査
【所管事項調査】
（１）年金受給資格の短縮について
（２）後期高齢者医療保険料の軽減判定におけるシステム誤りについて　　ほか１４件

◇都市環境委員会
【開会日】２９年２月２２日
【所管事項調査】
（１）玉川上水・放射５号線周辺地区地区計画等の策定について
（２）（仮称）荻外荘公園の整備の取組状況について　　ほか５件

◇文教委員会
【開会日】２９年２月２３日
【所管事項調査】
（１）平成２７年度における杉並和泉学園の運営等に関する検証結果について
（２）平成２８年度学力等調査の結果について　　ほか２件

常任委員会・特別委員会等の活動をお知らせします（１月〜４月）

　杉並区議会では、身近で親しみやすく、わかりやすい議会を目指して
います。より多くの方が議会に興味を持っていただけるよう、年４回
（２月・５月・９月・１１月）の定例会の開催をお知らせするポスターの
写真を、年間を通じて募集しています。
　すてきな１枚が撮れた際には、ぜひご応募ください。

■内容：応募者自身が杉並区内で撮影した、季節を感じる風景や表情豊
かな人物写真など、未発表の作品。※人物が写っている場合は、その人
物の許可を得ていること。
■募集期間：平成３０年３月３０日（金）まで
■応募規格：データまたはプリント（２Ｌ〜六つ切り）のどちらか
■応募方法：①撮影者の住所・氏名・電話番号、②撮影場所、撮影年月
日、被写体についての簡単な説明を明記の上、区議会事務局へ郵送また
は持参。※デジタルデータの場合は、ＣＤ−Ｒに記録して応募してくだ
さい。

■ポスター掲示方法：定例会開会の１週間前から閉会までの間、区内約
２５０カ所の地域掲示板等に掲示します。採用作品は、撮影者の氏名等を
明記の上、ポスターに使用します。
■その他：①杉並区議会広報委員会で審査します（賞品等はありません
ので、ご了承ください）。②区議会ホームページに募集の詳細を載せて
います。③応募写真等の返却はいたしません。
■お問い合わせ・応募先：区議会事務局　広報担当

区議会ポスターの写真を募集しています！

●
お
知
ら
せ
●

◇
議
員
の
辞
職

平
成　

年
３
月　

日
付

２９

３１

　

原
田
あ
き
ら
議
員
（
共
産
）

q

s

r

t

uuuuu

uuuuu

v
v
v
v
v
v
v
v

v
v
v
v
v
v
v
v

 
【
不
採
択
】

◇
杉
並
保
育
園
の
民
営
化
に
関

す
る
陳
情
（　

陳
情
第　

号
）

２８

２３

＝
陳
情
の
審
査
結
果
＝

平成２９年度の発行予定と掲載内容（予定）をお知らせします。
新聞折り込みのほか、区内の各駅、公衆浴場、コンビニエンスストアなどで
配布しています。ぜひ、ご覧ください！

第１回定例会号：平成２９年５月１日発行
　代表質問、一般質問、予算について　ほか

第２回定例会号：平成２９年８月１日発行
　一般質問　ほか 

第３回定例会号：平成２９年１１月１５日発行
　一般質問、決算について、行政視察の報告　ほか

第４回定例会号：平成３０年１月１日発行
　年頭のあいさつ、一般質問　ほか

区議会だよりの
発行予定

このほか臨時会があった場合には、必要に応じて臨時会号を発行します。

  議会運営委員会 
【開会日】２９年１月１６日
【議　題】平成２９年第１回定例会の日程について　ほか
【開会日】２９年２月３日
【議　題】定例会の提案事項について　ほか
【開会日】２９年３月１４日
【議　題】定例会の追加提案事項について　ほか
【開会日】２９年３月１６日
【議　題】議案審査結果報告について　ほか
【開会日】２９年４月２７日
【議　題】臨時会の招集請求について

  特別委員会 
◇災害対策特別委員会
【開会日】２９年２月２７日
【所管事項調査】
（１）「３.１１を忘れない」等の取組について　　ほか３件

◇道路交通対策特別委員会
【開会日】２９年２月２８日
【所管事項調査】
（１）外環道の進捗状況について
（２）「杉並区自転車利用総合計画」の改定について　　ほか２件

◇文化芸術・スポーツに関する特別委員会
【視察日】２９年１月１６日
【視察内容】
東京オリンピック・パラリンピック、スポーツに関する
調査（大田区役所、大森ふるさとの浜辺公園）

【開会日】２９年３月１日
【所管事項調査】
（１）協働提案事業における南相馬市との連携について　　ほか３件

◇議会改革特別委員会
【開会日】２９年３月２日
【所管事項調査】
（１）議会基本条例について　　（２）議会図書室・議員厚生室について

大森ふるさとの浜辺公園（大田区）
にて、建設中の競技会場を視察
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井草森公園

③検索語が含まれる会議録が、抽出さ
れます。
下線部をクリックすると、内容がご覧
になれます。

①はじめに「詳細
検索」をクリック

②例えば、検索語に「井草森公園」と
入力して、検索実行ボタンをクリック
（他の条件は、必要に応じて選択）

区議会ホームページ　→　会議録検索バナー　→　本会議の会議録検索（外部リンク）　または　委員会の会議録検索（外部リンク）
※会議録とは、本会議や委員会での議員の質問や区長等の答弁を詳しく記録したものです。会議終了のおおむね２カ月後からご覧になれます。

まままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののの人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ににににににににににににににににににににに聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちの人に聞いてみました！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！区議会のあんな
こと、

こんなこと

　 杉並区議会では、身近で親しみやすくわかりやすい議会を目指しています。区民のみなさんが区議会をどう感じているのか、実際にまちに出
て聞いてみました。

区議会ホームページ「会議録」の【詳細検索】を　使ってみませんか？
キーワードや議員名などで、会議録の中から簡単に検索ができる機能です！

広報委員からのひと言：ご協力ありがとうございました。区議会の活動にもっと興味を持っていただけるよう、今後も努力していきたいと思います。

傍聴に行けなか
ったけれど、
本会議の様子を
知りたい！

住んでいる地域
のことで、どん
なことが話され
ているのかな

動画だと聞き取
りづらいので、
内容を文字で
確認したい

委員会で話し合
われたことを
ちょっと調べた
いんだけどな

Ｑ．今、気になる区の事業は？
Ａ．毅保育所の増設毅学童も増やしてほしい
　　毅高齢者の一人暮らしをどうするか
　　毅子育て応援券の金額が減ってしまったこと

Ｑ．「杉並区議会」のイメージは？
Ａ．毅よく知らない毅わかりづらい毅地味…
　　毅区をより良くするために考えている場所
　　毅あるのは知っているけれど、身近ではない
　　毅がんばっている

Ｑ．杉並区の好きなところは？
Ａ．毅自然の多い公園がたくさんある
　　毅買い物や生活に便利
　　毅ボール遊びできる公園が多い
　　毅まちに歴史がある
　　毅川沿いの遊歩道が整備されている

Ｑ．区議会にもっとこうなってほしい！ことは？
Ａ．毅質問の前置きが長い！
　　毅広報紙に地域の歴史を紹介するコーナーがあっ

たら、おもしろい
　　毅インターネットで速報やダイジェスト版として

コンパクトに配信してほしい
　　毅区民の意見をもっとダイレクトに伝える方法が

あったらいい
　　毅インターネット以外で、もっと情報を知りたい
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《声・点字の区議会だより》
本紙を録音した「声の区議会だより」（カセットテープ、オーディオ版、デイジー版）、または点字版「区議会だ
より」をご希望の方に郵送でお届けしています。区内在住の視覚障害の方と希望される方が対象ですので、お知
り合いの方にお知らせください（お申し込みは区議会事務局へ）。

議　案　等　の　概　要　と　審　議　結　果
 ○＝賛成　×＝反対　平成２９年３月１６日議決（※は２月１７日議決）

結
果

無
木無美

杉
共
生

杉
わ

自
無

平
和

共
産

未
来

公
明

自
民概　　　要件　　　名議案

番号

可決○○○○×○○×○○○

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律の一部改正に伴い、条例で定める個人番号
を利用することができる事務に係る情報提供等の記録を訂
正した場合の手続の設定等

杉並区個人情報保護条例の一部を改正する条
例１号

区　

長　

提　

出　

議　

案　

等

可決○○○○○○○○○○○地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正等に伴う
育児休業の対象となる子の範囲の改正等

杉並区職員の育児休業等に関する条例等の一
部を改正する条例２号

可決○○○○×○××○○○政策経営部及び総務部の分掌事務の改定及び衛生試験所の
廃止に伴う規定の整備

杉並区職員の特殊勤務手当に関する条例及び
杉並区組織条例の一部を改正する条例３号

可決○○○○○○○○○○○配偶者同行休業の期間の再度の延長ができる特別の事情の
設定

杉並区職員の配偶者同行休業に関する条例の
一部を改正する条例４号

可決○○○○×○○×○○○学校における体育に関することを除き、スポーツに関する
事務は、区長が管理及び執行することとする特例

杉並区教育に関する事務の職務権限の特例に
関する条例５号

可決○×○○×○○○○○○選挙運動の公費負担の限度額の引上げ
杉並区議会議員及び杉並区長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改
正する条例

６号

可決○○○○×○××○○○保険料減免申請書等の記載事項への個人番号の追加杉並区国民健康保険条例及び杉並区介護保険
条例の一部を改正する条例７号

可決○○○○○○○○○○○上高井戸保育園及び阿佐谷南保育園の位置の変更杉並区立保育所及び小規模保育事業所条例の
一部を改正する条例８号

可決○○○○○○○○○○○児童福祉法の一部改正に伴う規定の整備杉並区ひとり親家庭等の医療費の助成に関す
る条例等の一部を改正する条例９号

可決○○○○○○○×○○○ゆうゆう馬橋館の位置の変更及び併設する区民集会所の設
置に伴う名称等の設定等

杉並区立地域区民センター及び区民集会所条
例及び杉並区立高齢者活動支援センター及び
ゆうゆう館条例の一部を改正する条例　

１０号

可決○○○○○○○×○○○軽自動車税の環境性能割の創設等杉並区特別区税条例等の一部を改正する条例１１号

可決○○○○×○○
欠２×○○○保険料率の改定等杉並区国民健康保険条例の一部を改正する条

例１２号

可決○○○○○○○×○○○区営住宅９カ所の駐車場の使用料の改定杉並区営住宅条例の一部を改正する条例１３号

可決○○○○○○○○○○○住宅以外の建築物の新築時における建築物エネルギー消費
性能適合性判定に係る審査手数料の設定等杉並区事務手数料条例の一部を改正する条例１４号

可決×××○×○○×○○○契約金額：１０億１,７３６万円
契約の相手方：江州・興信・大島建設共同企業体

杉並区永福体育館移転改修建築工事の請負契
約の締結について１５号

可決○○○○○○○○○○○区職員が運転する軽小型ダンプ車が、ごみ収集作業中に起
こした事故に関する損害賠償損害の賠償について１６号

可決×××○×○○×○○○

待機児童解消対策としての保育施設建設助成や国の第二次
補正予算による「臨時福祉給付金給付事業」など緊急を要
する事業及び平成２８年度の精算的要素を含む補正５５億５,０５
１万９千円のほか、繰越明許費、債務負担行為、地方債の
補正

平成２８年度杉並区一般会計補正予算（第７号）１７号

可決○○○○○○○○○○○国民健康保険料等の歳入及び保険給付費等の歳出の実績に
伴い、１７億４９１万９千円の減額補正

平成２８年度杉並区国民健康保険事業会計補正
予算（第１号）１８号

可決○○○○○○○○○○○繰越金等の歳入及び国庫支出金等返還金等の歳出の実績に
伴い、９億６,９９６万５千円の増額補正

平成２８年度杉並区介護保険事業会計補正予算
（第１号）１９号

可決○○○○○○○○○○○繰越金等の歳入及び諸支出金等の歳出の実績に伴い、４億
３,０７７万４千円の増額補正

平成２８年度杉並区後期高齢者医療事業会計補
正予算（第１号）２０号

可決○○○○○○○○○○○繰越金の歳入実績に伴い、７２９万２千円の増額補正平成２８年度杉並区中小企業勤労者福祉事業会
計補正予算（第１号）２１号

可決×××○××○×○○○予算総額１,７８０億５千万円平成２９年度杉並区一般会計予算２２号
可決○○○○×○○×○○○予算総額６４７億４,７２６万円平成２９年度杉並区国民健康保険事業会計予算２３号
可決××○○×○○×○○○予算総額２億７,２７０万２千円平成２９年度杉並区用地会計予算２４号
可決○○○○×○○×○○○予算総額４１０億１,５６５万円平成２９年度杉並区介護保険事業会計予算２５号

可決○○○○×○○×○○○予算総額１３１億６,０６２万４千円平成２９年度杉並区後期高齢者医療事業会計予
算２６号

可決××○○×○○○○○○予算総額１億６５０万円平成２９年度杉並区中小企業勤労者福祉事業会
計予算２７号

可決○○○○○○○○○○○三浦範子（みうら　のりこ）氏を候補者として推薦人権擁護委員候補者の推薦について　※２８号
可決○○○○○○○○○○○大川康徳（おおかわ　やすのり）氏を候補者として推薦人権擁護委員候補者の推薦について　※２９号
可決○○○○○○○○○○○髙村定憲（たかむら　さだのり）氏を候補者として推薦人権擁護委員候補者の推薦について　※３０号
可決○○○○○○○○○○○区立施設における園外活動中の事故に関する損害賠償損害の賠償について３１号

報告
聴取−−−−−−−−−−−

平成２７年第３回定例会で議決された「仮称成田東四丁目保
育園建設建築工事」の契約金額を３４９万９,２００円増額し、３
億９,６６１万９,２００円とした。

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定
された契約金額の増減の専決処分をしたこと
の報告について　※

報告
１号

報告
聴取−−−−−−−−−−−６件の法律上の義務に属する損害賠償額を報告

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定
された損害賠償額の決定の専決処分をしたこ
との報告について　※

報告
２号

可決○○○○○○○○○○○議会活動の長期休止に対する報酬減額規定の設定杉並区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例　※１号議

員
提
出
議
案

可決××○○×○○○○○○
地方自治法第１８０条第１項の規定により、区長において専
決処分することができる事項の指定について、指定内容の
改定

区長の専決処分事項の指定について　※２号

議員別の表決結果は、杉並区議会ホームページの「議案の一覧」でご覧になれます。
　《会派名・構成人数》（平成２９年３月１６日現在）
自民／杉並区議会自由民主党（１２人）、公明／杉並区議会公明党（８人）、未来／区民フォーラムみらい（６人）、共産／日本共産党杉並区議団（６人）、平和／いのち・平和クラブ（６人）、
自無／自民・無所属クラブ（５人）、杉わ／杉並わくわく会議（１人）、共生／共に生きる杉並（１人）、美杉／美しい杉並（１人）、無／無所属（１人）、無木／無所属（木村）（１人）
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